
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダッシュボードエディタガイド 



 

i 

■ ごあいさつ 

このたびは弊社製品 WebReport2.0をご購入いただきまして、誠にありがとうございます。 

本製品は、基幹系や情報系のデータベースにある様々なデータを Webブラウザーから簡単に照会で

きる汎用検索ツールです。 

本書は、本製品の中の、ダッシュボードエディタ機能について記載しております。ご使用の際にお

読みください。 

なお、表示画面などは操作の一例として掲載しているものです。お客様のご使用環境によっては、

画面に表示される内容が異なる場合がありますので、ご了承ください。 

本書に記載されている機能は、「WebReport2.0」をご購入のお客様のみご使用いただけます。 

「WebReport2.0 Express」をご使用のお客様は、別途ライセンスをご購入いただく必要があります。 

 

 
■ 版権／ご注意 

• 本書に記載されている会社名、製品名は、それぞれ各社の商標または登録商標です。 

• 本書の内容の一部または全部を無断で複写転載することを禁じます。 

• 本書に掲載の内容および製品の仕様などは、予告なく変更されることがあります。 

本書の内容は万全を期して作成しておりますが、万一ご不明な点や誤り、記載もれ、乱丁、 

落丁などお気づきの点がございましたら、弊社までご連絡ください。 

 

 
■ 本書の表記方法について 

 

ハードウェアやソフトウェアの損害やエラーの発生を防止するために、
必ず守っていただきたい情報を記載しています。 

 
特定のテーマに関する補足情報を記載しています。 

 
メニュー、アイコン、 
ボタン、ウィンドウ、 
タブ 

［］で囲んで表記します。 

（例）［OK］ボタンをクリックします。 

キーボード上のキー 
＜＞で囲んで表記します。 

（例）キーボードの＜Tab＞キーを押します。 

参照先 
章、節、項は『』、見出しは「」で囲んで表記します。 

（例）『第 1章 1 ダッシュボードエディタとは』（P1）を参照してください。
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 1 ダッシュボードエディタとは 
ダッシュボードエディタとは、企業の経営者や管理者に必要な情報、および意思決定のための各種指標

を、1つの画面に数値やグラフなどで表示するためのツールです。 

 

以下のような特徴があります。 

• 経営層や事業部門長、部門リーダーといった各階層が必要な情報を提供できる 

• 現状把握し、将来予測、リスク回避等の経営活動に活かすことができる 

 

ダッシュボードエディタでは、さまざまなグラフを複数配置し、それぞれのグラフに、本製品の照会定義

で作成したレポート結果を反映させることができます。作成したグラフや表のレイアウト、データは、「ダッ

シュボード定義」として、他の照会定義と同じように保管し、本製品上に表示することができます。 

 

ダッシュボード定義実行画面  

 

複数のグラフや、スピードメーター等に、売上・粗利実績データや、販売管理費（経費）データを割り当

てることで、売上分析表や部門損益表など、経営に活かせる表・グラフを作成できます。 
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 2 主な特徴 
ここでは、ダッシュボードエディタの主な特徴について説明します。 

 

2-1 ドリルダウン機能 

ドリルダウンとは、グラフの X 軸や棒、アンカーマークなどをクリックしたときに、クリックした

箇所の情報を、あらかじめ設定したキー項目で集計した結果を表示させる機能です。 

売上データを営業所別から担当地区別、年度毎から四半期毎へとドリルダウンするなど、別の視点

からデータを分析することができます。 

ドリルダウンしたグラフは、画面を切り替えて表示することも、別のウィンドウに表示することも

できます。 

 

 

 

 

 

 

ドリルダウンの設定については、『第 4章 1 ドリルダウンの設定』を参照してください。 

「九州営業所の 2002 年度」
の棒部分をクリック 

さらに、「大分県の 1H（上
半期）」の棒部分をクリック

X 軸が「商品カテゴリ」、系列が
「四半期」に切り替わり「大分県
における 1H（上半期）の売上」
が表示される 

X 軸が「担当地区」、系列が「半
期」に切り替わり「九州営業所に
おける 2002 年度の売上」が表示
される 
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2-2 リンク機能 

リンクとは、グラフやコンポーネントをクリックしたときに、別の照会定義やダッシュボード定義

のデータを表示させる機能です。リンク先の定義は、画面を切り替えて表示することも、別のウィ

ンドウに表示することもできます。 

リンク先の定義に@INPUT(@GET())）の検索条件が設定されているときは、クリックした箇所の

データをリンク先の定義に引き渡して、データを絞り込んで表示することができます。 

 

グラフにリンクを設定すると、グラフの X 軸や棒、アンカーマーク、系列などをクリックしたとき

に、リンク先で指定した照会定義やダッシュボード定義を表示します。 

リンク先の定義に検索条件が設定されているときは、クリックした箇所のデータで検索された結果

が表示されます。 

       

 

 

 

 

コンポーネントにリンクを設定すると、コンポーネントを選択したときに、選択したコンポーネン

トに設定されているリンク先の定義を表示します。 

     

 

 

 

コンポーネントの場合も、リンク先の定義に検索条件が設定されているときは、「値」のデータで

検索された結果が表示されます。 

リンクの設定については、『第 4章 2 リンクの設定』を参照してください。 

X軸「店舗コード」の「101」を
クリック 

リンク先の定義に基づいて、店舗
コード 101（御茶ノ水店）のデー
タが表示される 

「名古屋」を選択し、［売上分析］
ボタンをクリック 

名古屋の売上分析が表示される 
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2-3 豊富なグラフ、コンポーネント 

ダッシュボードエディタには、21 種類のグラフが用意されており、標準表形式、クロス集計形式、

キューブデータを最適な形でグラフ表示できます。 

グラフは、グラフ選択ウィンドウに種類別で分類されているので、効率よく選択できます。 

 

グラフ種類 グラフ名 
単一グラフ 3D円グラフ 

3D棒グラフ 
2D棒グラフ 
2D積上げグラフ 
2D横棒グラフ 

複数（棒）グラフ 

2D横棒積上げグラフ 
折れ線グラフ 
2Dエリアグラフ 

複数（線）グラフ 

レーダーチャート 
散布図 複数（変形）グラフ 
バブルチャート 
棒・線グラフ 
積上げ・線グラフ 

混合グラフ 

3D棒・線グラフ 
ゲージ 
スピードメーター 
線ゲージ 
球体 
温度計 
LED（縦） 

ゲージ 

LED（横） 

 

  

「2D横棒積上げグラフ」   「2Dエリアグラフ」 

 

  

「バブルチャート」      「LED（縦）」 

グラフのデータバインドについては、『第 2章 グラフのデータバインド』を参照してください。
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コンポーネントには、以下の 9種類が用意されています。 

• ラベル（Label） 

• チェックボックス（CheckBox） 

• ラジオボタン（RadioButton） 

• コンボボックス（ComboBox） 

• ボタン（Button） 

• テキストインプット（TextInput） 

• スクエア（Square） 

• テキストエリア（TextArea） 

• 表（DataGrid） 

 

コンポーネントを使い分けることによって、さまざまな状況に対応できます。 

たとえば、コンボボックスを利用すると、ドロップダウンリストにある複数の選択項目から目的の

値を 1つ選択して、データを更新したり、リンク先の定義を表示することができます。 

 

 

表を利用すると、ダッシュボード上に配置されているグラフのデータを表示したり、表に照会定義をバイ

ンドしてデータを表形式で表示することができます。 

 

 

 

 

各コンポーネントの詳細については、『付録 2 コンポーネントのプロパティ』を参照してくださ

い。

コンボボックスの［▼］ボタンを 
クリックし、ドロップダウンリスト
から店舗名を選択 

選択した店舗の商品別売上
数量が表示される 

グラフにバインドされている
データを表示 
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2-4 グラフデータの自動更新機能 

コンポーネントの「ボタン」に自動更新の機能を設定すると、ダッシュボード上に配置したグラフ

のデータを指定した時間間隔で自動的に更新することができます。 

ボタンをクリックしなくても、自動的にデータを更新することができるので、常に最新のデータを

グラフに表示することができます。 

 

グラフデータの自動更新機能については、『第 3章 3 自動更新の設定』を参照してください。 

 

2-5 ナビゲーション・バー機能 

ナビゲーション・バーとは、ラジオボタンやチェックボックス、コンボボックスなどを組み合わせ

てキャンバスの上部に複数配置し、これらの組み合わせによって、リンク先のダッシュボード定義

を切り替えて表示する機能です。 

コンポーネントを選択するだけでリンク先の定義を切り替えて表示できるので、効率よくデータの

分析が行えます。 

 

ナビゲーション・バーの設定については、『第 4 章 3 ナビゲーション・バーの設定』を参照して

ください。 

ナビゲーション・バーで
「累計」の表示は「なし」
「今年度」と「月別」を
選択 

グラフのデータが、指定し
た時間間隔で更新される 

該当するデータが表示
される 
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2-6 簡単な操作性 

ダッシュボードエディタには、操作を効率よく行うためのさまざまな機能が用意されています。 

 

• キャンバス上のグリッドに合わせて、グラフやコンポーネントを配置することができます。 

 

 

• グラフやコンポーネントをコピーし、別の場所に貼り付けて利用できます。 

このとき、グラフやコンポーネントにバインドされている照会定義やプロパティもコピーされます。 

 

• データバインドしたグラフの種類を変更することができます。このとき、グラフにバインドされ

ているデータもそのまま変更後のグラフに引き継がれます。また、キャプションやグラフのサイ

ズなども引き継がれます。 

   
  「3D棒グラフ」    「レーダーチャート」にグラフを変更 

 

• コンポーネントが複数配置されたダッシュボード定義を実行したときに、コンポーネントの

フォーカスを＜Tab＞キーで移動することができます。 

 

 

 

 

＜Tab＞キーでフォーカスを移動する順序は、ダッシュボードエディタで設定できます。各コ

ンポーネントのプロパティウィンドウの［タブインデックス］で設定します。 

オブジェクトがグリッド
に吸着するため、整列し
て配置できる 
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 3 ダッシュボードエディタの画面構成 
ここでは、ダッシュボードエディタの画面構成について説明します。 

 

ダッシュボードエディタを起動すると、以下のような画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 
プロパティウィンドウのプロパティは、グラフやコンポーネントを選択すると表
示されます。 

 

  

キャンバス 

メニューバー グラフ選択ウィンドウ 

コンポーネント選択ウィンドウ プロパティウィンドウ 
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3-1 キャンバス 

背景が白く、青い線で囲まれた部分を「キャンバス」といいます。 

このキャンバスの上に、グラフやコンポーネントを配置します。 

初期設定では、グリッドが表示されており、グリッドに合わせてグラフやコンポーネントを配置で

きます。 

 

 

 

 

• キャンバスの外（青い背景の部分）にグラフやコンポーネントを配置することはできません。 

• 「グラフ選択ウィンドウ」、「コンポーネント選択ウィンドウ」、「プロパティウィンドウ」はキャ

ンバスの外に自由に移動できます。 

 

 

グリッドは、非表示にすることができます。［表示］メニューの［グリッド表示
切り替え］を選択すると、グリッドが非表示になります。 
また、グリッドのサイズを変更することもできます。グリッドのサイズ変更につ
いては、『第 1章 4-2 グラフ・コンポーネントの配置』の「グリッドのサイズ
変更」を参照してください。 

 

キャンバス 
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3-2 メニューバー 

ダッシュボードエディタの機能を選択するための部分を「メニューバー」といいます。 

 

 

 

ダッシュボードエディタの上部に表示され、以下の 4つの機能があります。 

 

• ［ファイル］メニュー 

ダッシュボード定義やナビゲーション・バー定義の保管、読み込みを行います。 

• ［編集］メニュー 

キャンバス上に配置したグラフやコンポーネントを削除、コピーします。 

• ［表示］メニュー 

各ウィンドウの表示や、グリッド表示の切り替えを設定します。 

• ［ヘルプ］メニュー 

ダッシュボードエディタのバージョン情報を表示します。 

 

キャンバス上で右クリックし、表示される右クリックコンテキストメニューで、［メニュー非表示］

を選択すると、メニューバーを非表示にすることができます。 

再度、メニューバーを表示するには、キャンバス上で右クリックし、右クリックコンテキストメ

ニューで、［メニュー表示］を選択します。 
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3-3 グラフ選択ウィンドウ 

グラフ選択ウィンドウには、ダッシュボードエディタで使用できる 20種類のグラフが表示されてい

ます。グラフ選択ウィンドウからグラフを 1 つ選択し、キャンバス上にドラッグ＆ドロップして配

置します。 

 

   

 

 

 

 

• グラフ選択ウィンドウは、ダッシュボードエディタ内を自由に移動させることができます。 

• グラフ選択ウィンドウは、［×］ボタンで閉じ、［_］ボタンで最小化します。 

• ［表示］メニューから、［グラフ選択ウィンドウ］を選択すると、［×］ボタンで閉じたグラフ選

択ウィンドウを表示することができます。 

 

グラフの種類の左側に表示さ
れている［ ］をクリックする
と、グラフ名が表示される 

表示しきれないグラフを表示
するには、右側のスクロール
バーをドラッグ 
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3-4 コンポーネント選択ウィンドウ 

コンポーネント選択ウィンドウには、ダッシュボードエディタで使用できる 9 種類のコンポーネン

トが表示されています。コンポーネント選択ウィンドウからコンポーネントを 1 つ選択し、キャン

バス上にドラッグ＆ドロップして配置します。 

 

 

 

• コンポーネント選択ウィンドウは、ダッシュボードエディタ内を自由に移動させることができま

す。 

• コンポーネント選択ウィンドウは、［×］ボタンで閉じ、［_］ボタンで最小化します。 

• ［表示］メニューから、［コンポーネント選択ウィンドウ］を選択すると、［×］ボタンで閉じた

コンポーネント選択ウィンドウを表示することができます。 
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3-5 プロパティウィンドウ 

グラフやコンポーネントが選択されると、プロパティウィンドウの内容が変化します。 

プロパティウィンドウでは、グラフやコンポーネントの色や、大きさなどのプロパティを設定します。 

• プロパティウィンドウは、ダッシュボードエディタ内を自由に移動させることができます。 

• プロパティウィンドウは、［×］ボタンで閉じ、［_］ボタンで最小化します。 

• ［表示］メニューから、［プロパティウィンドウ］を選択すると、［×］ボタンで閉じたプロパティ

ウィンドウを表示することができます。 

 

グラフのプロパティウィンドウ 

キャンバス上でグラフを選択すると、グラフ用のプロパティウィンドウに変化します。 

グラフの場合は、プロパティウィンドウの上部に照会定義を選択するための［データ設定］ボタン、

リンクやドリルダウンを設定するための［リンク設定］ボタン、グラフの種類を変更するための［グ

ラフ変更］ボタンが表示されます。 

 

 

「3D棒グラフ」のプロパティウィンドウ 

 

 

設定できるプロパティの種類はグラフにより異なります。 
各グラフのプロパティについては、『付録 1 グラフのプロパティ』を参照して
ください。 
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コンポーネントのプロパティウィンドウ 

キャンバス上でコンポーネントを選択すると、コンポーネント用のプロパティウィンドウに変化し

ます。 

コンポーネントの場合は、プロパティウィンドウの上部にグラフのデータを更新したり、リンクを

設定するための［機能設定］ボタン、またはリンクを設定するための［リンク設定］ボタン、また

は表にデータをバインドするための［データ設定］ボタンなどが表示されます。 

 

 

プロパティウィンドウに配置されるボタンは、コンポーネントによって異なりま
す。また、ボタンの配置されないコンポーネントもあります。 
各コンポーネントのプロパティウィンドウに配置されるボタンについては、『付
録 2 コンポーネントのプロパティ』を参照してください。 

 

 

 

「ラジオボタン」のプロパティウィンドウ 

 

 

設定できるプロパティの種類はコンポーネントにより異なります。 
各コンポーネントのプロパティについては、『付録 2 コンポーネントのプロパ
ティ』を参照してください。 
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 4 基本的な操作方法 
ここでは、ダッシュボードエディタの基本的な操作方法について説明します。 

 

4-1 ダッシュボードエディタの起動 

ダッシュボードエディタを起動するには、以下の手順で行います。 

1. 本製品にログインします。 

ログインの方法については、本製品の『ユーザーズマニュアル』を参照してください。 

2. ダッシュボードエディタボタンをクリックします。 

 

 

ダッシュボードエディタが起動します。 
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保管されているダッシュボード定義を編集する場合には、ダッシュボード定義を開きます。 

 

3. ［ファイル］メニューの［開く］を選択します。 

 

［照会定義選択］ダイアログが表示されます。 

 

4. 左側のメニューの［ ］をクリックします。 

 

 

フォルダが展開されます。 
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5. 目的のフォルダを選択し、一覧から定義を選択して、［選択］ボタンをクリックします。 

 

 

選択されたダッシュボード定義がキャンバス上に表示されます。 
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4-2 グラフ・コンポーネントの配置 

ダッシュボード定義を作成するには、まず、キャンバス上にグラフやコンポーネントを配置します。 

 

グラフの配置 

グラフの配置は、以下の手順で行います。 

ここでは、「複数（線）」の「2Dエリアグラフ」を配置します。 

 

1. グラフ選択ウィンドウでグラフの種類の左側に表示されている［ ］をクリックします。 

 

 

2. 目的のグラフを選択し、キャンバス上にドラッグ＆ドロップします。 

 

グラフが配置されます。 

グリッドが表示されているときは、グリッドに合わせてグラフが配置されます。 
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コンポーネントの配置 

コンポーネントの配置は、以下の手順で行います。 

ここでは、「Button」（ボタン）を配置します。 

 

1. コンポーネント選択ウィンドウで目的のコンポーネントをクリックします。 

 

コンポーネント選択ウィンドウのコンポーネントにカーソルを合わせると、選択されている

コンポーネントがハイライト表示されます。 

 

2. 選択したコンポーネントをキャンバス上にドラッグ＆ドロップします。 

 

コンポーネントが配置されます。 

グリッドが表示されているときは、グリッドに合わせてコンポーネントが配置されます。 

 

 

キャンバス上のグラフやオブジェクトを削除し、新しくダッシュボード定義を作
成したい場合は、［ファイル］メニューの［新規作成］－［ダッシュボード定義］
を選択します。画面に新しく、白紙のキャンバスが表示されます。 
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オブジェクトの移動 

オブジェクトをクリックして選択し、赤いボーダーラインの内側にマウスポインタを置いてドラッ

グして移動します。 

 

オブジェクトのサイズ変更 

オブジェクトをクリックして選択し、赤いボーダーラインの四辺または四隅をドラッグして、サイ

ズを変更します。 

 

 

 
サイズの変更は、プロパティウィンドウからも行うことができます。 

 

オブジェクトの削除 

グラフやコンポーネントの上で右クリックし、右クリックコンテキストメニューから［削除］を選

択します。 

 

 

 
オブジェクトの削除は、［編集］メニューの［選択中のオブジェクトを削除］を
選択しても、操作できます。 
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オブジェクトのコピー 

オブジェクトのコピーは、以下の手順で行います。 

1. グラフやコンポーネントの上で右クリックし、右クリックコンテキストメニューから［コピー］

を選択します。 

 

 

2. キャンバス上のオブジェクトを貼り付けたい位置で右クリックし、右クリックコンテキストメ

ニューから［貼り付け］を選択します。 

 

 

コピーしたオブジェクトがキャンバスに配置されます。 

 

 

 

 

オブジェクトのコピーは、［編集］メニューの［選択中のオブジェクトをコピー］
を選択し、次に［編集］メニューの［オブジェクトを貼り付け］を選択しても、
操作できます。 
また、＜Ctrl＞キーを押しながら＜C＞キーを押し、次に＜Ctrl＞キーを押しなが
ら＜V＞キーを押してもコピーすることができます。 
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グリッドのサイズ変更 

グリッドのサイズ変更は、以下の手順で行います。 

1. ［表示］メニューの［グリッドのサイズ］を選択します。 

 

 

［グリッドのサイズ変更］ダイアログが表示されます。初期設定では、［グリッドのサイズ］

が「20」、［吸着サイズ］が「20」に設定されています。 

 

2. ［グリッドのサイズ］と［吸着サイズ］に数値を入力します。 

ここでは、［グリッドのサイズ］に「10」、［吸着サイズ］に「10」と入力します。 

 

グリッドのサイズは値が大きいほど、グリッドの間隔が広くなります。吸着サイズは、オブ

ジェクトが吸着する間隔です。したがって、［グリッドのサイズ］と［吸着サイズ］に同じ

数値を指定すると、グリッドに合わせてオブジェクトを配置できます。 

グリッドに吸着させたくない場合は、［吸着サイズ］に「1」と入力します。 

3. ［設定］ボタンをクリックします。 

グリッドのサイズが変更されます。 

 

 

 
グリッドは、［表示］メニューの［グリッド表示切り替え］を選択すると、表示
／非表示を切り替えることができます。 
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4-3 データバインドの設定 

ダッシュボードエディタでは、配置したグラフごとに、標準表形式やクロス集計形式、キューブデー

タの照会定義をデータとして割り当てることができます。 

照会定義のデータをグラフに割り当てることを「データバインド」と呼びます。 

ここでは、「3D棒グラフ」に「標準表形式」の照会定義をバインドする場合を例に、データバイン

ドの基本的な操作手順を説明します。 

 

 

データバインドの方法は、グラフの種類によって異なります。グラフ別のデータ
バインドの方法については、『第 2章 グラフのデータバインド』を参照してく
ださい。 

 

 

1. グラフ選択ウィンドウで［複数（棒）］にある［3D棒グラフ］を選択し、ドラッグ＆ドロップ

してキャンバスの中央に配置します。 

 

 

2. プロパティウィンドウ上部の［データ設定］ボタンをクリックします。 

 

 

［データバインド］ダイアログが表示されます。 
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3. ［定義選択］の［選択］ボタンをクリックします。 

 

 

［照会定義選択］ダイアログが表示されます。 

 

4. 使用したい照会定義のあるメニューの［ ］をクリックし、展開してフォルダを選択します。 
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5. 一覧で使用したい照会定義を選択し、［定義名］に選択した照会定義名が表示されたことを確

認して、［選択］ボタンをクリックします。 

ここでは、「販売管理費実績・東京（2006）」を選択します。 

 

 

［データバインド］ダイアログの［定義選択］に選択した定義名が表示され、グラフの X軸と

Y軸が選択できる形に変化します。 

ここでは、［X軸］、［Y 軸（数値項目）］という項目が表示されます。 
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6. ［X軸］の［▼］ボタンをクリックし、ドロップダウンリストから「月」を選択します。 

 

 

7. ［Y軸（数値項目）］の左側のリストにある「販売管理費」を選択し、［→］ボタンをクリック

します。 

 

 

「販売管理費」が右側のリストに追加されます。 

 

 

 

間違った項目を選択した場合には、項目を選択し、［←］ボタンをクリックする
と、選択した項目を解除することができます。 
 
右側のリストの［↑］ボタン、［↓］ボタンをクリックし、リストの表示順を入
れ替えると、グラフに表示するデータの表示順を変更することができます。 
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8. 同様に、「販売管理費（前年度）」を右側のリストに追加します。 

 

 

9. リストに 2つ項目があることを確認し、［設定］ボタンをクリックします。 

 

 

照会定義のデータがグラフに割り当てられます。 

バインドした照会定義の名前がグラフのキャプションになります。 

 



第 1章 ダッシュボードエディタの概要 

 

 29

4-4 プロパティの設定 

グラフやコンポーネントのプロパティは、プロパティウィンドウで設定します。 

設定方法は、入力するプロパティの値によって異なります。以下のような方法があります。 

 

• 数値や文字列を入力する場合 

［値］欄をクリックし、数値や文字列を入力して、＜Enter＞キーを押します。 

 

 

• 「あり」または「なし」をドロップダウンリストから選択する場合 

［値］欄をクリックし、ドロップダウンリストから「あり」または「なし」を選択します。 
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• 数値をドロップダウンリストから選択する場合 

［値］欄をクリックし、ドロップダウンリストから数値を選択します。 

 

 

• 色をカラーチャートから選択する場合 

［値］欄をクリックし、カラーチャートで目的の色を選択します。 

 

 

• ダイアログを表示して設定する場合 

［値］欄をクリックすると、ダイアログが表示されます。 

ダイアログで必要な設定を行います。 

ダイアログで設定するプロパティには、グラフの［基準値設定］（『第 2 章 8 基準値の設

定』参照）があります。 
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4-5 ダッシュボード定義の保管 

ダッシュボードの作成が完了したら、配置したグラフやコンポーネントを「ダッシュボード定義」

として保管します。 

保管した定義は、他の照会定義と同じように、Web実行画面で実行できるようになります。 

 

新しく作成したダッシュボード定義に名前を付けて保管するには、以下の手順で行います。 

1. ［ファイル］メニューの［保管］を選択します。 

 

 

［照会定義保管］ダイアログが表示されます。 

 

2. 保管先にしたいメニューの［ ］をクリックし、フォルダを展開して保管先にしたいフォルダ

を選択します。 
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3. ［定義名］にダッシュボード定義に付ける名前を入力し、［保管］ボタンをクリックします。 

 

保管が完了します。 

保管に失敗した場合には、エラーメッセージが表示されます。 

 

[メニューに非表示]にチェックを入れて保管した場合は、保管した定義は照会定義メニューに

表示されません。 

 

上書き保管 

既に作成済みの定義を更新して保管する場合には、「上書き保管」します。既に保管した定義のみ

実行可能です。 

上書き保管するには、以下の手順で行います。 

1. ［ファイル］メニューの［上書き保管］を選択します。 

 

確認のダイアログが表示されます。 

［OK］ボタンをクリックします。 
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4-6 ダッシュボードエディタの終了 

作業が終了したら、ダッシュボードエディタを終了します。 

ダッシュボードエディタを終了するには、以下の手順で行います。 

1. ［ファイル］メニューの［閉じる］を選択します。 

 

 

確認ダイアログが表示されます。 

2. 保管する場合は［はい］ボタン、そのまま終了する場合は［いいえ］ボタン、終了をキャンセ

ルする場合は［キャンセル］ボタンを選択します。 

 

 

4-7 ダッシュボード定義の実行 

保管したダッシュボード定義は、他の照会定義と同様に、Web実行画面から実行します。 

ダッシュボード定義を実行するには、Web 実行画面の照会定義メニューでダッシュボード定義を選

択します。 
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Adobe Flash Playerについて 

ダッシュボードエディタを使用したりダッシュボード定義を実行するためには、ご使用の Windows

クライアントマシンに、Adobe Flash Player9 以上をインストールする必要があります。 

 

【実行する Windows クライアントに Adobe Flash Player がインストールされていない場合】 

Adobe Flash Player が自動的にダウンロード・インストールされます。 

この際、セキュリティ設定によっては、以下のようなセキュリティ警告のダイアログが表示される

ことがあります。この場合は［インストールする］ボタンをクリックし、インストールしてくださ

い。 

 

 

 

 

【実行する Windows クライアントに Adobe Flash Player がすでにインストールされている場合】 

最新版のご利用をお勧めします。 

以下のリンク先ページで最新版を確認し、ダウンロードしてください。 

• 最新版の確認 

http://www.adobe.com/jp/support/flashplayer/ts/documents/tn_15507.htm 

（2007/9/10 現在、最新のバージョンは、9,0,47,0です。） 

• ダウンロード用サイト 

http://www.adobe.com/shockwave/download/?P1_Prod_Version=ShockwaveFlash&Lang=Japanese 

 

 

http://www.adobe.com/jp/support/flashplayer/ts/documents/tn_15507.htm�
http://www.adobe.com/shockwave/download/?P1_Prod_Version=ShockwaveFlash&Lang=Japanese�
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 1 グラフの種類とデータ取得方法 
この章では、グラフの種類別に、データバインドの方法を説明します。 

グラフの種類によって、軸の数や、データを取得すべき数などが異なるため、設定方法が異なりま

す。また、バインドできる定義もそれぞれ異なります。 

グラフにバインドできる定義には、「標準表形式」、「クロス集計形式」、「キューブデータ」が

あります。 

 

• 標準表形式 

標準表形式とは、照会定義の結果をレコード単位で読み込み、そのまま表形式で表示した定

義です。 

列と行からなる表形式で管理されており、列方向に複数の項目名が、1 行に 1 件分のデータ

が表示されています。 

 

 

• クロス集計形式 

クロス集計形式とは、設定した行キーと列キーによって集計値を配置し、クロス集計の形式

で表示した定義です。 

行方向と列方向の両方に、行キーと列キーで設定された項目名が配置され、それぞれがクロ

スする位置に集計値が表示されています。 

 

 

 

行キー 

列キー 
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• キューブデータ 

キューブデータとは、さまざまな角度から分析を行うために、複数の次元を設定し、次元の

組み合わせによって集計分析を行う定義です。 

分析を行う項目を設定した「分析次元」と、数値の項目を設定した「数値次元」で構成され

ており、次元を展開し、それぞれのレベルでの集計値を表示することができます。 

 
展開されていないキューブデータ 

 

ダッシュボードエディタでは、分析定義の展開の形により、「標準表」タイプと「クロス集

計」タイプに分類しています。 

展開されていない定義の場合は、どちらかを選択してグラフにバインドします。 

・「標準表」タイプ 

列エッジ、行エッジのどちらかが数値次元のみで展開された形 

 

 

・「クロス集計」タイプ 

列エッジ、行エッジのどちらにも数値次元以外の次元が位置する形 

 

 

行エッジ 
：数値次元 

列エッジ 
：分析次元 

行エッジ 
：分析次元 

列エッジ 
：分析次元 
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バインドできる照会定義はグラフの種類によって、以下のようになります。 

また、表に照会定義をバインドして表形式で表示することもできます。 

グラフ 照会定義 
グラフ種類 グラフ名 標準表 クロス集計 フォーム キューブ
単一グラフ 3D円グラフ ○ × - △ 

3D棒グラフ ○ ○ - ○ 
2D棒グラフ ○ ○ - ○ 
2D積上げグラフ ○ ○ - ○ 
2D横棒グラフ ○ ○ - ○ 
2D横棒積上げグラフ ○ ○ - ○ 
折れ線グラフ ○ ○ - ○ 
2Dエリアグラフ ○ ○ - ○ 

複数グラフ 

レーダーチャート ○ ○ - ○ 
散布図 ○ ○ - ○ 複数（変形）グラフ 
バブルチャート ○ ○ - ○ 
棒・線グラフ ○ × - △ 
積上げ・線グラフ ○ × - △ 

混合グラフ 

3D棒・線グラフ ○ × - △ 
ゲージ ○ ○ - △ 
スピードメーター ○ ○ - △ 
線ゲージ ○ ○ - △ 
球体 ○ ○ - △ 
温度計 ○ ○ - △ 
LED（縦） ○ ○ - △ 

ゲージ 

LED（横） ○ ○ - △ 
その他 表（DataGrid） ○ ○ - △ 

△は一部の形式のみ可 

 

 

 

グラフの配置の基本的な操作については、『第 1章 4-2 グラフ・コンポーネン
トの配置』を参照してください。 
 
データバインドの基本的な操作については、『第 1章 4-3 データバインドの設
定』を参照してください。 
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 2 単一グラフ 
単一グラフは、1つの X軸の項目に対し、1つの Y軸の値を割り当てるグラフです。 

 

• グラフ：3D 円グラフ 

• データとして使用できる照会定義：標準表形式、キューブデータ 

 

2-1 標準表形式の場合 

• 単一グラフで、標準表形式の照会定義を選択した場合は、X 軸の項目を 1 つ、Y 軸の値を 1 つ設

定します。 

• X軸にバインドした項目名がパイのラベルになり、Y軸にバインドした値が、パイの幅となります。 

 

ここでは、以下のような標準表形式の定義を「単一グラフ（3D円グラフ）」にバインドする例で手

順を説明します。 

 

照会定義：「売上比率（全社）」 

 

 

「地域名」をパイのラベル、「売上」をパイの幅として表示 
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手順 

1. 3D円グラフを配置し、プロパティウィンドウの［データ設定］ボタンをクリックします。 

［データバインド］ダイアログが表示されます。 

2. ［定義選択］の［選択］ボタンをクリックし、［照会定義選択］ダイアログでグラフにバインド
する照会定義「売上比率（全社）」を選択します。 

3. ［X軸］の［▼］ボタンをクリックし、「地域名」を選択します。 

4. ［Y軸（数値項目）］の［▼］ボタンをクリックし、「売上」を選択します。 

5. ［設定］ボタンをクリックします。 

 

 

3D円グラフにデータがバインドされます。 
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2-2 キューブデータの場合 

• 単一グラフで、キューブデータ形式の照会定義を選択した場合は、X 軸の項目（分析次元）を 1

つ、Y軸の値（数値項目）を 1つ設定します。 

• 展開されたキューブデータの定義を選択すると、X 軸の項目は自動的に割り当てられます。ただ

し、「クロス集計」タイプで展開されたキューブデータの定義は、バインドできません。 

• X軸にバインドした項目名がパイのラベルになり、Y軸にバインドした値がパイの幅となります。 

 

ここでは、以下のようなキューブデータの定義を「単一グラフ（3D円グラフ）」にバインドする方

法を例に説明します。 

 

照会定義：「売上分析 2002・2003」 

 

照会定義「売上分析 2002・2003」の数値次元名には「数量」が設定されており、「数量」次元には、

「数量」、「売上金額」、「粗利益」の 3つのレベルが設定されています。 

［X軸］に「営業所」、［Y軸（数値項目）］に「売上金額」を設定します。 

 



第 2章 グラフのデータバインド 

 

 42

「営業所」がパイのラベル、「売上金額」がパイの幅として表示されます。 

 

 

単一グラフにキューブデータの照会定義をバインドする手順の詳細については、『第 2 章 2-1 標

準表形式の場合』を参照してください。 
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 3 複数グラフ 
複数グラフは、1つの X軸の項目に対し、複数の Y軸の値を選択することができるグラフです。 

 

• グラフ 

複数（棒）：3D棒グラフ、2D積上げグラフ、2D 横棒グラフ、2D積上げ横棒グラフ 

複数（線）：折れ線グラフ、2Dエリアグラフ、レーダーチャート 

• データとして使用できる照会定義：標準表形式、クロス集計形式、キューブデータ 

 

3-1 標準表形式の場合 

• 複数グラフで、標準表形式の照会定義を選択した場合は、X 軸の項目を 1 つ、Y 軸の値を複数設

定します。 

• X 軸にバインドした項目名がグラフの X 軸になり、Y 軸にバインドした値が、グラフの値となり

ます。 

• Y軸の目盛りは、値がバインドされると、自動的に計算され、表示されます。 

• ［X軸と系列を入れ替え］にチェックマークを付けると、X軸の項目と系列を入れ替えて表示でき

ます。 

 

ここでは、以下のような標準表形式の定義を「複数グラフ（2D積上げグラフ）」にバインドする例

で手順を説明します。 

 

照会定義：「販売管理費（名古屋・対前年度）」 
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「月」を X軸、「販売管理費」と「販売管理費（前年度）」を Y軸として表示 

 

手順 

1. 2D積上げグラフを配置し、プロパティウィンドウの［データ設定］ボタンをクリックします。 

［データバインド］ダイアログが表示されます。 

2. ［定義選択］の［選択］ボタンをクリックし、［照会定義選択］ダイアログでグラフにバインド
する照会定義「販売管理費（名古屋・対前年度）」を選択します。 

3. ［X軸］の［▼］ボタンをクリックし、「月」を選択します。 

4. ［Y軸（数値項目）］の左側のリストで「販売管理費」と「販売管理費（前年度）」をそれぞれ

選択し、［→］ボタンをクリックします。 

右側のリストに「販売管理費」と「販売管理費（前年度）」が表示されます。 

5. ［設定］ボタンをクリックします。 

 

 

2D積上げグラフにデータがバインドされます。 
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3-2 クロス集計形式の場合 

• 複数グラフで、クロス集計形式の照会定義を選択した場合は、クロス集計対象の項目となる値を

1つ設定します。 

• X 軸にはクロス集計表の列キー、系列には行キーが自動的に設定され、クロス集計対象の項目と

なる値にバインドした数値がグラフの値となります。 

• 列キーが、複数設定されているクロス集計定義の場合は、最初に定義されている項目が自動的に、

X軸に設定されます。 

• 行キーが、複数設定されているクロス集計定義の場合は、最初に定義されている項目が自動的に、

系列に設定されます。 

• Y軸の目盛は、値がバインドされると、自動的に計算され、表示されます。 

• ［X軸と系列を入れ替え］にチェックマークを付けると、X軸の項目と系列を入れ替えて表示でき

ます。 

 

ここでは、以下のようなクロス集計形式の定義を「複数グラフ（2Dエリアグラフ）」にバインドす

る例で手順を説明します。 

 

照会定義：「売上集計」 
 

 

 

 

「営業所」を X軸、「数量」を Y軸、「年度」を系列として表示 

※拡大図はクロス集計表の一部です。 
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手順 

1. 2Dエリアグラフを配置し、プロパティウィンドウの［データ設定］ボタンをクリックします。 

［データバインド］ダイアログが表示されます。 

2. ［定義選択］の［選択］ボタンをクリックし、［照会定義選択］ダイアログでグラフにバインド
する照会定義「売上集計」を選択します。 

X 軸には列キーの「営業所」が、系列には行キーの「年度」がそれぞれ自動的に割り当てら

れます。 

3. ［値（数値項目）］の［▼］ボタンをクリックし、クロス集計対象の項目となる「数量」を選択
します。 

4. ［設定］ボタンをクリックします。 

 

 

2Dエリアグラフにデータがバインドされます。 
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3-3 キューブデータの場合 

複数グラフで、キューブデータの照会定義を選択した場合は、キューブデータの展開の方法が「標

準表」タイプか「クロス集計」タイプかによって、設定内容が異なります。 

 

「標準表」タイプ 

• 展開されていないキューブデータの定義を選択した場合は、「標準表」タイプを選択し、X 軸の

項目を 1つ、Y軸の値を複数設定します。 

• 「標準表」タイプで展開されたキューブデータの定義を選択すると、タイプが自動的に判別され、

X軸に次元が自動的に割り当てられます。 

• X 軸にバインドした項目名がグラフの X 軸になり、Y 軸にバインドした値が、グラフの値となり

ます。 

• Y軸の目盛は、値がバインドされると、自動的に計算され、表示されます。 

• ［X軸と系列を入れ替え］にチェックマークを付けると、X軸の項目と系列を入れ替えて表示でき

ます。 

 

ここでは、以下のように「標準表」タイプで展開されたキューブデータの定義を「複数グラフ（2D

横棒グラフ）」にバインドする例で手順を説明します。 

 

照会定義：「売上分析（営業所）」 

 

 

 

「営業所」を X軸、「売上金額」と「粗利益」を Y軸として表示 
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手順 

1. 2D横棒グラフを配置し、プロパティウィンドウの［データ設定］ボタンをクリックします。 

［データバインド］ダイアログが表示されます。 

2. ［定義選択］の［選択］ボタンをクリックし、［照会定義選択］ダイアログでグラフにバインド
する照会定義「売上分析（営業所）」を選択します。 

展開されたキューブデータの場合は、表のタイプが自動的に判別され、X 軸には、自動的に

「営業所」が割り当てられます。 

 

 
展開されていないキューブデータを選択した場合は、［タイプ］の［▼］をクリッ
クして「標準表」を選択し、［X軸］に項目を 1つ設定します。 

 

3. ［Y軸（数値項目）］の左側のリストで「売上金額」と「粗利益」をそれぞれ選択し、［→］ボ

タンをクリックします。 

右側のリストに「売上金額」と「粗利益」が表示されます。 

4. ［設定］ボタンをクリックします。 

 

 

2D横棒グラフにデータがバインドされます。 
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「クロス集計」タイプ 

• 展開されていないキューブデータの定義を選択した場合は、「クロス集計」タイプを選択し、X

軸の項目を 1つ、系列の項目を 1つ、数値項目の値を 1つ設定します。 

• 「クロス集計」タイプで展開されたキューブデータの定義を選択すると、タイプが自動的に判別さ

れ、X軸に列キー、系列には行キーが自動的に割り当てられます。 

• X 軸にバインドした項目がグラフの X 軸、系列にバインドした項目が系列、数値項目にバインド

した値がグラフの値となります。 

• Y軸の目盛は、値がバインドされると、自動的に計算され、表示されます。 

• ［X軸と系列を入れ替え］にチェックマークを付けると、X軸の項目と系列を入れ替えて表示でき

ます。 

 

ここでは、以下のように「クロス集計」タイプで展開されたキューブデータの定義を「複数グラフ

（2D横棒積上げグラフ）」にバインドする例で手順を説明します。 

 

照会定義：「売上分析（営業所・商品カテゴリ）」 

 

 

 

「商品カテゴリ」を X軸、「数量」を Y軸、「営業所」を系列として表示 
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手順 

1. 2D横棒積上げグラフを配置し、プロパティウィンドウの［データ設定］ボタンをクリックしま

す。 

［データバインド］ダイアログが表示されます。 

2. ［定義選択］の［選択］ボタンをクリックし、［照会定義選択］ダイアログでグラフにバインド
する照会定義「売上分析（営業所・商品カテゴリ）」を選択します。 

表のタイプが自動的に判別され、X 軸に「商品カテゴリ」、系列に「営業所」が自動的に割

り当てられます。 

 

 

展開されていないキューブデータを選択した場合は、［タイプ］の［▼］をクリッ
クして「クロス集計」を選択し、［X軸］と［系列］に項目を 1つずつ設定しま
す。 

 

3. ［数値項目］の［▼］ボタンをクリックし、「数量」を選択します。 

4. ［設定］ボタンをクリックします。 

 

 

2D横棒積上げグラフにデータがバインドされます。 
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4 複数（変形）グラフ 
複数（変形）グラフは、1つの項目に対し、複数の値を選択することのできるグラフです。 

散布図の場合は、1 つの項目に対し、X 軸と Y 軸の値を 1 つずつ、バブルチャートの場合は、X 軸

と Y軸と Z 軸の値を 1つずつ設定できます。 

 

• グラフ：散布図、バブルチャート 

• データとして使用できる照会定義：標準表形式、クロス集計形式、キューブデータ 

 

4-1 標準表形式の場合 

• 複数（変形）グラフで標準表形式の照会定義を選択した場合は、データの名前を 1 つ、X 軸の値

を 1つ、Y軸の値を 1つ設定します。バブルチャートの場合は、さらに Z 軸に値を 1つ設定しま

す。 

• 名前にバインドした項目がデータの名前になり、X 軸にバインドした値と Y 軸にバインドした値

が、グラフの値となります。バブルチャートの場合、Z 軸の値はバブルの大きさになります。 

• X軸と Y軸の目盛りは、値がバインドされると、自動的に計算され、表示されます。 

• ［名前と系列を入れ替え］にチェックマークを付けると、名前と系列を入れ替えて表示できます。 

 

ここでは、以下のような標準表形式の定義を「複数（変形）グラフ（散布図）」にバインドする例

で手順を説明します。 

 

照会定義：「売上・粗利（東京）」 
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「売上」を X軸、「粗利」を Y軸、「月」をアンカーマークとして表示 

 

手順 

1. 散布図を配置し、プロパティウィンドウの［データ設定］ボタンをクリックします。 

［データバインド］ダイアログが表示されます。 

2. ［定義選択］の［選択］ボタンをクリックし、［照会定義選択］ダイアログでグラフにバインド
する照会定義「売上・粗利（東京）」を選択します。 

3. ［名前］の［▼］ボタンをクリックし、「月」を選択します。 

4. ［X軸（数値項目）］の［▼］ボタンをクリックし、「売上」を選択します。 

5. ［Y軸（数値項目）］の［▼］ボタンをクリックし、「粗利」を選択します。 

6. ［設定］ボタンをクリックします。 

 

 

散布図にデータがバインドされます。 
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4-2 クロス集計形式の場合 

• 複数（変形）グラフで、クロス集計形式の照会定義を選択した場合は、X軸と Y 軸の値を 1つず

つ設定します。バブルチャートの場合は、さらに Z 軸に値を 1つ設定します。 

• 名前にはクロス集計表の列キー、系列には行キーが自動的に設定され、X 軸にバインドした値と

Y 軸にバインドした値が、グラフの値となります。バブルチャートの場合、Z 軸の値はバブルの

大きさになります。 

• 列キーが、複数設定されているクロス集計定義の場合は、最初に定義されている項目が自動的に、

名前に設定されます。 

• 行キーが、複数設定されているクロス集計定義の場合は、最初に定義されている項目が自動的に、

系列に設定されます。 

• 散布図の場合は、クロス集計対象となる項目が 2 つ以上設定されているクロス集計の定義が使用

できます。 

• バブルチャートの場合は、クロス集計対象となる項目が 3 つ以上設定されているクロス集計の定

義が使用できます。 

• X軸と Y軸の目盛は、値がバインドされると、自動的に計算され、表示されます。 

• ［名前と系列を入れ替え］にチェックマークを付けると、名前と系列を入れ替えて表示できます。 

 

ここでは、以下のようなクロス集計形式の定義を「複数（変形）グラフ（バブルチャート）」にバ

インドする例で手順を説明します。 

 

照会定義：「売上集計」 
 

 

※拡大図はクロス集計表の一部です。 
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「売上金額」を X軸、「粗利益」を Y軸、「数量」を Z軸（バブルの大きさ）、「年度」を系列、 
「営業所」をバブルとして表示 

 

手順 

1. バブルチャートを配置し、プロパティウィンドウの［データ設定］ボタンをクリックします。 

［データバインド］ダイアログが表示されます。 

2. ［定義選択］の［選択］ボタンをクリックし、［照会定義選択］ダイアログでグラフにバインド
する照会定義「売上集計」を選択します。 

名前にはクロス集計表の最初に定義されている列キーの「営業所」が、系列には最初に定義

されている行キーの「年度」がそれぞれ自動的に割り当てられます。 

3. ［X軸（数値項目）］の［▼］ボタンをクリックし、クロス集計対象の X軸の項目となる「売上

金額」を選択します。 

4. ［Y軸（数値項目）］の［▼］ボタンをクリックし、クロス集計対象の Y軸の項目となる「粗利

益」を選択します。 

5. ［Z 軸（数値・バブルの大きさ）］の［▼］ボタンをクリックし、「数量」を選択します。 

6. ［設定］ボタンをクリックします。 
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バブルチャートにデータがバインドされます。 

 

 

 

4-3 キューブデータの場合 

複数（変形）グラフで、キューブデータの照会定義を選択した場合は、キューブデータの展開の方

法が「標準表」タイプか「クロス集計」タイプかによって、設定内容が異なります。 

 

「標準表」タイプ 

• 展開されていないキューブデータの定義を選択した場合は、「標準表」タイプを選択し、データ

の名前を 1 つ、X 軸の値を 1 つ、Y 軸の値を 1 つ設定します。バブルチャートの場合は、さらに

Z 軸に値を 1つ設定します。 

• 「標準表」タイプで展開されたキューブデータの定義を選択すると、タイプが自動的に判別され、

名前に次元が自動的に割り当てられます。 

• 名前にバインドした項目がグラフの項目名になり、X 軸にバインドした値と Y 軸にバインドした

値が、グラフの値となります。バブルチャートの場合、Z 軸の値はバブルの大きさになります。 

• X軸と Y軸の目盛は、値がバインドされると、自動的に計算され、表示されます。 

• ［名前と系列を入れ替え］にチェックマークを付けると、名前と系列を入れ替えて表示できます。 
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ここでは、以下のように「標準表」タイプで展開されたキューブデータの定義を「複数（変形）グ

ラフ（散布図）」にバインドする例で手順を説明します。 

 

照会定義：「売上分析（営業所）」 

 

 

「数量」を X軸、「売上金額」を Y軸、「営業所」をアンカーマークとして表示 

 

手順 

1. 散布図を配置し、プロパティウィンドウの［データ設定］ボタンをクリックします。 

［データバインド］ダイアログが表示されます。 

2. ［定義選択］の［選択］ボタンをクリックし、［照会定義選択］ダイアログでグラフにバインド
する照会定義「売上分析（営業所）」を選択します。 

表のタイプが自動的に判別され、名前には、自動的に「営業所」が割り当てられます。 

 

 
展開されていないキューブデータを選択した場合は、［タイプ］の［▼］をクリッ
クして「標準表」を選択し、［名前］に項目を 1つ設定します。 

 

3. ［X軸（数値項目）］の［▼］ボタンをクリックし、「数量」を選択します。 

4. ［Y軸（数値項目）］の［▼］ボタンをクリックし、「売上金額」を選択します。 
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5. ［設定］ボタンをクリックします。 

 

 

散布図にデータがバインドされます。 

 

 

 

「クロス集計」タイプ 

• 展開されていないキューブデータの定義を選択した場合は、「クロス集計」タイプを選択し、デー

タの名前を 1つ、系列を 1 つ、X軸と Y 軸の値を 1つずつ設定します。バブルチャートの場合は、

さらに Z 軸に値を 1つ設定します。 

• 「クロス集計」タイプで展開されたキューブデータの定義を選択すると、タイプが自動的に判別さ

れ、名前に列キー、系列には行キーが自動的に設定されます。 

• 名前にバインドした項目がグラフの項目名、系列にバインドした項目が系列になり、X 軸にバイ

ンドした値と Y 軸にバインドした値が、グラフの値となります。バブルチャートの場合、Z 軸の

値はバブルの大きさになります。 

• X軸と Y軸の目盛は、値がバインドされると、自動的に計算され、表示されます。 
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• ［名前と系列を入れ替え］にチェックマークを付けると、名前と系列を入れ替えて表示できます。

ただし、展開されていない「クロス集計」タイプのキューブデータの場合は、名前と系列を入れ

替えて表示することはできません。 

 

ここでは、以下のように「クロス集計」タイプで展開されたキューブデータの定義を「複数（変形）

グラフ（散布図）」にバインドする方法を例に説明します。 

 

照会定義：「売上分析（営業所・商品カテゴリ）」 

 

表のタイプが自動的に判別され、自動的に、名前に「商品カテゴリ」、系列に「営業所」が設定さ

れます。 

［X軸（数値項目）］に「売上金額」、［Y軸（数値項目）］に「粗利」を設定します。 
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「売上金額」が X 軸に、「粗利」が Y 軸に、系列に「営業所」が、アンカーマークに「商品カテゴ

リ」が表示されます。 

 

 

複数（変形）グラフに「クロス集計」タイプで展開されたキューブデータをバインドする手順の詳

細については、『第 2章 4-3キューブデータの場合』の「「標準表」タイプ」」を参照してくださ

い。 
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5 混合グラフ 
混合グラフは、1つの X軸の項目に対し、複数の Y軸の値を選択することができます。 

複数グラフと異なり、1つのグラフの中で、棒と折れ線、積上げと折れ線など、2種類の表現ができ

ます。 

 

• グラフ：棒・線グラフ、積上げ・線グラフ、3D棒・線グラフ 

• データとして使用できる照会定義：標準表形式、キューブデータ 

 

「棒・線グラフ」と「積上げ・線グラフ」の場合、「棒」と「線」、または「積上げ」と「線」ごと

に、Y軸が 2つ作成されます。 

 

 

「3D棒・線グラフ」の場合、Y軸は「棒」も「線」も共通の 1つの軸を使用します。 

 

 

「棒」の値を示す Y軸
（第 1Y軸） 

「線」の値を示す Y軸 
（第 2Y軸） 

「棒」と「線」の両方
の値を示す Y軸 
（第1Y軸、第 2Y軸共通）
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5-1 標準表形式の場合 

• 混合グラフで、標準表形式の照会定義を選択した場合は、X 軸の項目を 1 つ、第 1Y 軸の値を複

数、第 2Y軸の値を複数設定します。 

• X軸にバインドした項目名がグラフの X軸になり、第 1Y軸、第 2Y 軸にバインドした値が、グラ

フの値となります。 

• 第 1Y軸に設定した値は線以外（棒、または積上げ）、第 2Y軸に設定した値は線で表示されます。 

• Y軸の目盛は、値がバインドされると、自動的に計算され、表示されます。 

 

ここでは、以下のような標準表形式の定義を「混合グラフ（棒・線グラフ）」にバインドする例で

手順を説明します。 

 

照会定義：「売上・粗利（名古屋）」 

 

 

 

 

「月」を X軸、「売上」と「売上目標」を第 1Y軸（「棒」で表示）、「粗利」と「粗利目標」を第 2Y軸（「線」
で表示）として表示 
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手順 

1. 棒・線グラフを配置し、プロパティウィンドウの［データ設定］ボタンをクリックします。 

［データバインド］ダイアログが表示されます。 

2. ［定義選択］の［選択］ボタンをクリックし、［照会定義選択］ダイアログでグラフにバインド
する照会定義「売上・粗利（名古屋）」を選択します。 

3. ［X軸］の［▼］ボタンをクリックし、「月」を選択します。 

4. ［第 1Y軸（数値項目）］の左側のリストで「売上」と「売上目標」をそれぞれ選択し、［→］

ボタンをクリックします。 

右側のリストに「売上」と「売上目標」が設定されます。 

5. 同様にして、［第 2Y軸（数値項目）］に「粗利」と「粗利目標」を設定します。 

6. ［設定］ボタンをクリックします。 

 

 

棒・線グラフにデータがバインドされます。 

 



第 2章 グラフのデータバインド 

 

 63

5-2 キューブデータの場合 

• 混合グラフで、キューブデータの照会定義を選択した場合は、X 軸の項目を 1 つ、第 1Y 軸の値

を複数、第 2Y軸の値を複数設定します。 

• X軸にバインドした項目名がグラフの X軸になり、第 1Y軸、第 2Y 軸にバインドした値が、グラ

フの値となります。 

• 第 1Y軸に設定した値は線以外（棒、または積上げ）、第 2Y軸に設定した値は線で表示されます。 

• 「標準表」タイプで展開されたキューブデータの定義を選択すると、X軸に項目が自動的に割り当

てられます。ただし、「クロス集計」タイプで展開されたキューブデータは、選択できません。 

• Y軸の目盛は、値がバインドされると、自動的に計算され、表示されます。 

 

ここでは、以下のようなキューブデータの定義を「混合グラフ（3D棒・線グラフ）」にバインドす

る方法を例に説明します。 

 

照会定義：「売上分析 2002・2003」 

 

照会定義「売上分析 2002・2003」の数値次元名には「数量」が、「数量」次元には、「数量」、「売

上金額」、「粗利益」の 3つのレベルが設定されています。 
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［X 軸］に「営業所」、［第 1Y 軸（数値項目）］の値に「売上金額」、［第 2Y 軸（数値項目）］

に、「粗利益」を設定します。 

 

 

「営業所」がグラフの X軸になり、「売上金額」が第 1Y軸に「棒」で表示され、「粗利益」が「線」

で表示されます。 

 

 

混合グラフにキューブデータの照会定義をバインドする手順の詳細については、『第 2 章 5-1 標

準表形式の場合』を参照してください。 
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6 ゲージ 
ゲージは、ゲージが示す単一の値が、設定した閾値のどの範囲に属しているかを示すことのできる

グラフです（「温度計」を除く）。 

他のグラフとは異なり、軸はありません。 

• グラフ：ゲージ、スピードメーター、線ゲージ、球体、温度計、LED（縦）、LED（横） 

• データとして使用できる照会定義：標準表形式、クロス集計形式、キューブデータ 

 

閾値の設定 

• ゲージでは、データを割り当てる前に、閾値の設定が必要です。 

• プロパティウィンドウで、目盛りの上限と下限、ゲージの色、閾値を設定します。 

• データの値が何を示しているのか（よい状態か、悪い状態か）を判定するために、値の範囲が 3

つ（初期状態では赤、黄色、緑の色の部分）用意されています。 

 

ゲージの閾値は、以下の 4つのプロパティで決まります。必ず設定してください。 

• 「最小限界値」 

• 「境界 1の値」 

• 「境界 2の値」 

• 「最大限界値」 

 

 

 

 

範囲には、以下のプロパティを持つことができます。 

• 「範囲 1の名前」、「範囲 1の色」 

• 「範囲 2の名前」、「範囲 2の色」 

• 「範囲 3の名前」、「範囲 3の色」 

 

 

 

「温度計」の場合、閾値は必ずしも設定する必要はありません。 
 
「範囲 1の名前」、「範囲 2の名前」、「範囲 3の名前」を設定できるのは、「線
ゲージ」のみです。 

「最小限界値」  「境界 1の値」     「境界 2の値」     「最大限界値」 

    範囲 1   範囲 2     範囲 3 
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サンプルの初期状態のプロパティは以下のとおりです。 

●ゲージ（スピードメーターも同様です。） 

 

 

●線ゲージ 

 

 

 

 

●球体（データの値が示す範囲の色で球体が表示されます。） 

 

 

●LED（横）（LED（縦）も同様です。） 

 

 

「最大限界値」300 

「範囲 1の色」ff3333(赤) 

「境界 1の値」100 

「範囲 2の色」ffff33(黄)  

「境界 2の値」200 

「範囲 3の色」33ff33(緑) 

「最小限界値」0 

「最小限界値」0 
「範囲 1の色」ff3333(赤) 
「境界 1の値」100 
「範囲 2の色」ffff33(黄) 
「境界 2の値」200 
「範囲 3の色」33ff33(緑) 
「最大限界値」300 

「最大限界値」300 

「範囲 1の色」ff3333(赤) 

「境界 1の値」100 

「範囲 2の色」ffff33(黄)

「境界 2の値」200 

「範囲 3の色」33ff33(緑) 

「最小限界値」0 

「最大限界値」300 

「範囲 1の色」ff3333(赤) 

「境界 1の値」100 
「範囲 2の色」ffff33(黄) 

「境界 2の値」200 

「範囲 3の色」33ff33(緑) 

「最小限界値」0 
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6-1 標準表形式の場合 

• ゲージで、標準表形式の照会定義を選択した場合は、データを 1つ選択します。 

• データにバインドした項目名のリストに表示される最初の値が、ゲージの示す値となります。 

 

ここでは、以下のような標準表形式の定義を「ゲージ（線ゲージ）」にバインドする方法を例に手

順を説明します。 

 

照会定義：「損益合計」 

 

 

 

［損益］のリストの最初の値が、ポインタの示す値（ここでは、「¥429290000」）になる 
 

ポインタ 
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手順 

1. 線ゲージを配置します。 

2. 線ゲージの目盛の下限と上限をプロパティウィンドウで設定します。 

［最小限界値］に「-100000000」、［最大限界値］に「1000000000」と入力します。 

 

3. 線ゲージの閾値を設定します。 

ここでは、損益の最低到達目標金額を「¥462000000」、最高目標金額を「¥660000000」と

します。最低到達金額に達していない場合には悪い状態、最低目標金額から最高目標金額ま

では良い状態、最高目標金額以上はとても良い状態とします。 

［境界 1の値］に「462000000」、「境界 2の値」に「660000000」と入力します。 

 

4. プロパティウィンドウの［データ設定］ボタンをクリックします。 

［データバインド］ダイアログが表示されます。 

5. ［定義選択］の［選択］ボタンをクリックし、［照会定義選択］ダイアログでグラフにバインド
する照会定義「損益合計」を選択します。 
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6. ［値（数値項目）］の［▼］ボタンをクリックし、「損益」を選択します。 

7. ［設定］ボタンをクリックします。 

 

 

線ゲージにデータがバインドされます。 
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6-2 クロス集計形式の場合 

• ゲージで、クロス集計形式の照会定義を選択した場合は、クロス集計対象となる項目を 1 つ選択

します。 

• データにバインドしたクロス集計対象となる項目の最初の値が、ゲージの示す値となります。 

 

ここでは、以下のようなクロス集計形式の定義を「ゲージ（スピードメーター）」にバインドする

方法を例に説明します。 

 

照会定義：「年・地域別売上」 

 

スピードメーターの目盛の下限と上限には、プロパティウィンドウでそれぞれ［最小限界値］に「0」、

［最大限界値］に「900000000」を設定します。 

境界には［境界 1の値］に「300000000」、［境界 2の値］に「600000000」を設定します。 
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［値（数値項目）］で「売上」を選択します。 

 

 

［売上］の最初の値（「¥553640700」）が、メーターの示す値となります。 

 

 

ゲージにクロス集計形式の照会定義をバインドする手順の詳細については、『第 2 章 6-1 標準表

形式の場合』を参照してください。 
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6-3 キューブデータの場合 

• ゲージでキューブデータの照会定義を選択した場合は、数値次元の項目を 1つ選択します。 

• データにバインドした次元・レベルの最初の値が、ゲージの示す値となります。 

 

ここでは、以下のような形のキューブデータの定義を「ゲージ（LED（横））」にバインドする方

法を例に説明します。 

 

照会定義：「売上分析 2002・2003」 

 

LED（横）の目盛の下限と上限には、それぞれ［最小限界値］に「0」、［最大限界値］に「15000」

を設定します。 

境界には、［境界 1の値］に「5000」、［境界 2の値］に「10000」を設定します。 
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［値（数値項目）］で「数量」を選択します。 

 

 

「数量」の最初の値（11691）が、LED の示す値となります。 

 

 

ゲージにキューブデータの照会定義をバインドする手順の詳細については、『第 2 章 6-1 標準表

形式の場合』を参照してください。 

LEDの示す値 
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7 表 
選択した照会定義のデータを表形式で表示します。 

• データとして使用できる照会定義：標準表形式、クロス集計形式、キューブデータ 

 

7-1 標準表形式の場合 

• 標準表形式の照会定義を選択した場合は、項目を複数設定します。 

• 項目にバインドした項目名が表の列項目になります。 

• ［行と列を入れ替え］にチェックマークを付けると、表の行と列を入れ替えて表示できます。 

 

ここでは、以下のような標準表形式の定義を「表」にバインドする方法を例に手順を説明します。 

 

照会定義：「売上・粗利（全社・対前年度）」 

 

 

 

列項目に「月」と「売上」と「粗利」を表示 
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手順 

1. コンポーネント選択ウィンドウから表（DataGrid）をドラッグして配置し、プロパティウィン

ドウの［データ設定］ボタンをクリックします。 

［データバインド］ダイアログが表示されます。 

2. ［結合先］の［▼］ボタンをクリックし、「照会定義」を選択します。 

3. ［定義選択］の［選択］ボタンをクリックし、［照会定義選択］ダイアログで表にバインドする
照会定義「売上・粗利（全社・対前年度）」を選択します。 

4. ［項目］の左側のリストで「月」、「売上」、「粗利」をそれぞれ選択し、［→］ボタンをクリッ
クします。 

右側のリストに選択した項目が表示されます。 

5. ［設定］ボタンをクリックします。 

 

 

表にデータがバインドされます。 

適宜、表のサイズや位置を調整します。 
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7-2 クロス集計形式の場合 

• クロス集計形式の照会定義を選択した場合は、照会定義実行時と同じ形式で表が表示されます。 

• ［行と列を入れ替え］にチェックマークを付けると、表の行と列を入れ替えて表示できます。 

 

ここでは、以下のようなクロス集計形式の定義を「表」にバインドする方法を例に説明します。 

 

照会定義：「売上集計」 
 

 

 

表を配置し、［データバインド］ダイアログの［結合先］で「照会定義」を選択し、照会定義を選

択します。 

 

※拡大図はクロス集計表の一部です。 
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照会定義と同じ形式で表が表示されます。 

 

 

表にクロス集計形式の照会定義をバインドする手順の詳細については、『第 2 章 7-1 標準表形式

の場合』を参照してください。 

 

 

7-3 キューブデータの場合 

• キューブデータの照会定義を選択した場合は、照会定義実行時と同じ形式で表が表示されます。 

• バインドできる照会定義は、展開されたキューブデータだけです。 

• ［行と列を入れ替え］にチェックマークを付けると、表の行と列を入れ替えて表示できます。 

 

ここでは、以下のように「標準表」タイプで展開されたキューブデータの定義を「表」にバインド

する方法を例に説明します。 

 

照会定義：「売上分析（営業所）」 
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表を配置し、［データバインド］ダイアログの［結合先］で「照会定義」を選択し、照会定義を選

択します。キューブデータの表のタイプが自動的に設定されます。 

 

 

照会定義と同じ形式で表が表示されます。 

 

 

表にキューブデータの照会定義をバインドする手順の詳細については、『第 2 章 7-1 標準表形式

の場合』を参照してください。 
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 8 基準値の設定 
データバインドしたグラフに基準値を設定することができます。 

基準値を設定すると、グラフ上に基準線やゾーンが表示され、基準とする値に到達しているかいないかを

簡単に判別できるようになります。 

 

 

基準値を設定できるグラフは以下のとおりです。 

• 複数（棒）：3D棒グラフ、2D積上げグラフ、2D 横棒グラフ、2D積上げ横棒グラフ 

• 複数（線）：折れ線グラフ、2Dエリアグラフ、 

• 複数（変形）：散布図、バブルチャート 

 

ここでは、「3D棒グラフ」に基準値を設定する場合を例に手順を説明します。 

1. 基準線を設定したいグラフを選択します。 

 

2. プロパティウィンドウの［基準値設定］の［値］の欄をクリックします。 

基準線 
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［基準値設定］ダイアログが表示されます。 

3. ［開始値］と［終了値］に基準値となる値を入力します。 

ここでは、［開始値］に「25000000」、［終了値］に「25000000」と入力します。 

［開始値］と［終了値］に異なる値を設定し、［ゾーン］で「あり」を選択すると、帯状の太

線で表示されます。「なし」を選択すると［開始値］と［終了値］を結ぶ線で表示されます。 

 

 

4. ［表示名］にグラフ上の基準線に表示する名前を入力します。 

ここでは、「目標値」と入力します。 

5. ［色］の［選択］ボタンをクリックし、カラーチャートから基準線の色を選択します。 
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6. ［追加］ボタンをクリックします。 

一覧に設定した基準値が表示されます。 

 

7. 複数の基準値を設定する場合は、手順 3～6を繰り返します。 

8. ［設定］ボタンをクリックします。 

グラフに基準値が設定されます。 

 

 

 

 

散布図とバブルチャートは X 軸と Y 軸にそれぞれ基準値を設定することができ
ます。この場合、［ゾーン］は「あり」に固定されます。ただし、［開始値］と
［終了値］に同じ値を設定したときは、線で表示されます。 
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 9 グラフの変更 
データバインドしたグラフの種類を変更することができます。 

変更後のグラフには、バインドされているデータが引き継がれます。また、グラフのサイズや配置、キャ

プションなど引き継ぎ可能なものは引き継がれ、元のグラフに固有のプロパティは削除されます。 

 

グラフの種類やバインドされている照会定義の種類によって、変更できるグラフの種類が異なります。 

バインドデータ：標準表形式 

変更先 
変更元 

単一グラフ 複数グラフ 複数(変形) 混合グラフ ゲージ 

単一グラフ ○ ○ ○ ○ × 
複数グラフ ○ ○ ○ ○ × 
複数（変形）グラフ ○ ○ ○ ○ × 
混合グラフ ○ ○ ○ ○ × 
ゲージ × × × × ○ 

 

バインドデータ：クロス集計形式 

変更先 
変更元 

単一グラフ 複数グラフ 複数(変形) 混合グラフ ゲージ 

単一グラフ － － － － － 
複数グラフ × ○ ○ × × 
複数（変形）グラフ × ○ ○ × × 
混合グラフ － － － － － 
ゲージ × × × × ○ 

 

ここでは、標準表形式のデータがバインドされた、「3D棒グラフ（複数（棒））」を「レーダーチャー

ト（複数（線））」に変更する場合を例に手順を説明します。 

1. キャンバス上で種類を変更したいグラフを選択します。 
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2. プロパティウィンドウの［グラフ変更］ボタンをクリックします。 

 

 

［グラフ変更］ダイアログが表示されます。 

3. ［変更可能なグラフ］のリストで変更後のグラフを選択し、［OK］ボタンをクリックします。 

ここでは、［複数（線）］の［ ］をクリックし、［レーダーチャート］を選択します。 

 

 

 

グラフの種類やバインドされている照会定義の種類によって、変更できるグラフ
の種類が異なります。選択できないグラフは、［グラフ変更］ダイアログのリス
トに表示されません。 

 

3D棒グラフがレーダーチャートに変更されます。 
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10 予測分析 
時系列に並んだ実績値を分析し、予測値をグラフで表示することができます。 

 

10-1 使用方法 

1. ダッシュボードエディタで「複数(線) → 折れ線グラフ」を選択し、「データ設定」ボタンを

クリックします。 

2. Y軸(数値項目)が選択されていると、「時系列予測データを表示」チェックボックスがチェック

可能になりますので、チェックを入れます。 

 

 

 

3. 「設定」ボタンをクリックします。 

4. 詳細な設定をおこなう場合は「設定」ボタンをクリックする前に、「詳細設定」ボタンをクリッ

クします。 

詳細設定ダイアログが表示されますので、各種項目を設定後に「設定」ボタンをクリックしま

す。 
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設定できる内容は以下のとおりです。 

設定項目 設定内容 
予測設定 予測期間の割合 「10%」～「90%」の中から選択します 

単位 「集計なし」、「月」の中から選択します 集計設定 

種別 単位に「月」を選択した時に「合計」、「平均」、「最大」、

「最小」の中から選択します 

予測項目名 項目の名前を指定します 

線の種類 「実線」、「点線」の中から選択します 

項目設定(※1) 

線の色 「自動」、「予測対象項目と同じ」の中から選択します 

表示設定 境界線 「あり」、「なし」の中から選択します 

※1 変更したい項目を選択し、「変更」ボタンをクリックします。 

 

 

10-2 注意事項 

グラフの種類 

本機能は、「複数(線) → 折れ線グラフ」の場合のみ使用することができます。 

ダッシュボードエディタにおいて、他のグラフを選択した場合は、本機能の設定項目が表示され

ません。 

 

参照する定義の種類 

本機能は、参照する定義が「標準表」の場合のみ使用することができます。 
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「クロス表」、「キューブ定義」を選択した場合は、本機能の設定項目が表示されません。 

 

X軸に指定できるデータの型と書式 

「X軸」に指定できるデータの型と書式は以下のとおりです。 

データ型 データ書式 対応(○)、非対応(×) 
YYYY-MM-DD 

YYYY-M-D 

YYYY/MM/DD 

YYYY/M/D 

YYYYMMDD 

○ 日付型 

上記以外 × 

YYYY-MM-DD * 

YYYY-M-D * 

YYYY/MM/DD * 

YYYY/M/D * 

YYYYMMDD* 

○(※2) 日付時刻型 

上記以外 × 

YYYY-MM-DD * 

YYYY-M-D * 

YYYY/MM/DD * 

YYYY/M/D * 

YYYYMMDD * 

○(※2) 文字列型(年月日) 

上記以外 × 

YYYY-MM 

YYYY-M 

YYYY/MM 

YYYY/M 

YYYYMM 

○ 文字列型(年月) 

上記以外 × 

数値型  × 

※2 時、分、秒、ミリ秒の値は使用されません。 

 

Y軸(数値項目)に指定できるデータの型 

「Y 軸(数値項目)」で指定する値項目のデータ型は以下のとおりです。 

データ型 対応(○)、非対応(×) 
数値型 ○ 

文字列型(数値文字列) ○ 

文字列型(数値文字列以外) × 

日付型 × 

日付時刻型 × 
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実行エラーになるパターン 

以下の場合は、実行時にエラーとなります。 

• 「X軸に指定できるデータの型と書式」で非対応(×)のデータ型とデータ書式の場合 

• X軸のデータが空の場合 

• X軸のデータが日時順でソートされていない場合 

• 「Y 軸(数値項目)に指定できるデータの型」で非対応(×)のデータ型の場合 

• 最大データ件数が 20000件を超える場合(予測データを含む) 

例)「予測期間の割合」が「50%」の時、予測に使用するデータが 10000件より大きい場合、エラー

となります。 

• 予測対象項目のデータ期間が、 

X軸のデータ型が年月日の時：8日に満たない場合 

X軸のデータ型が年月の時：93日に満たない場合 
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第 3 章 コンポーネントによるデータの更新・検索・表示
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 1 コンポーネントの種類と 
データ取得方法 

コンポーネントを利用すると、ダッシュボード上にテキストや四角形を配置したり、グラフを更新するこ

とができます。また、表形式でデータを表示することもできます。 

ダッシュボードエディタには、コンポーネントとして、以下の 9種類が用意されています。 

各コンポーネントの機能とプロパティの設定は以下のとおりです。 

 

コンポーネントの種類 機能 プロパティの設定 
ラベル 
（Label） 

・ダッシュボード上にテキストを表
示 

・［テキスト］に表示したいテキスト
を入力 

チェックボックス 
（CheckBox） 

・グラフを表示するための検索条件
として使用 

・チェックボックスにチェックマー
クを付けてボタンをクリックす
ると、「値」で検索した結果がグ
ラフに表示 

・@INPUT(@GET（”変数名”）)を含む
定義をバインドしたグラフを配置
し、チェックボックスのプロパティ
で@INPUT(@GET())で指定した変
数名を［プロパティ名］に、検索し
たい値を［値］に入力する 

ラジオボタン 
（RadioButton） 

・グラフを表示するための検索条件
として使用 

・ラジオボタンを 1つ選択し、「ボ
タン」をクリックすると、選択し
たラジオボタンの「値」で検索し
た結果がグラフに表示 

・「自動で更新」の機能を使うと、
「ボタン」がなくても結果を表示
可能 

・2つ以上の配置が必要 
・@INPUT(@GET（”変数名”）)を含む
定義をバインドしたグラフを配置
し、ラジオボタンのプロパティで
@INPUT(@GET())で指定した変数
名を［プロパティ名］に、検索した
い値を［値］に入力する 

（『第 3章 2-1ラジオボタンの場合』
参照） 

コンボボックス 
（ComboBox） 

・グラフを表示するための検索条件
として使用 

・コンボボックスで値を 1つ選択し
ボタンをクリックすると、選択し
た「表示名」の「値」で検索した
結果がグラフに表示 

・「自動で更新」の機能を使うと、
「ボタン」がなくても結果を表示
可能 

・@INPUT(@GET（”変数名”）)を含む
定義をバインドしたグラフを配置
し、コンボボックスの［機能設定］
ダイアログで@INPUT(@GET())で
指定した変数名を［プロパティ名］
に、ドロップダウンリストに表示す
るテキストを［表示名］に、それに
対応する値を［値］に入力 

（『第 3章 2-2コンボボックスの場合』
参照） 

ボタン 
（Button） 

・チェックボックス、ラジオボタン
コンボボックス、テキストイン
プットを使用したときに、データ
を送信し、グラフを更新する 

・「自動更新」の機能を使うと、指
定した時間間隔でグラフのデー
タを自動的に更新可能 

（『第 3 章 3 自動更新の設定』参
照） 

－ 
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コンポーネントの種類 機能 プロパティの設定 
テキストインプット 
（TextInput） 

・グラフを表示するための検索条件
として使用 

・テキストインプットに値を入力
し、ボタンをクリックすると、入
力した「値」で検索した結果がグ
ラフに表示 

・@INPUT(@GET（”変数名”）)を含む
定義をバインドしたグラフを配置
し、テキストインプットのプロパ
ティで@INPUT(@GET())で指定し
た変数名を［プロパティ名］に入力

スクエア 
（Square） 

・ダッシュボード上に四角形を表示
 

－ 

テキストエリア 
（TextArea） 

・ダッシュボード上に複数行にわた
るテキストを表示 

－ 

表 
（DataGrid） 

・グラフにバインドされている照会
定義のデータを表形式で表示 
（『第 3章 4 データの表示』参照）
・表に照会定義をバインド 
（『第 2章 7 表』参照） 

－ 

 

 

 

コンポーネントによって設定する内容が異なります。 
各コンポーネントのプロパティについては、『付録 2 コンポーネントのプロパ
ティ』を参照してください。 
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 2 データの更新と検索 
ラジオボタン、チェックボックス、コンボボックス、テキストインプット、およびボタンを、

@INPUT(@GET())を使用した定義でバインドしたグラフとともに利用すると、各コンポーネントの値に

よってデータを検索し、グラフを更新することができます。 

 

コンポーネントを利用してグラフのデータを更新するためのダッシュボード定義を作成するには、以下の

手順で行います。 

 

@INPUT(@GET())を使用した照会定義を作成します。 1 照会定義の作成 
使用する本製品の機能 … 定義設定 

 

 

グラフを配置し、「1.照会定義の作成」で作成した照会定義をグ
ラフにデータバインドします。 

2 グラフの配置 

使用する本製品の機能 … ダッシュボードエディタ 

 

 

ラジオボタンやボタンなどのコンポーネントを配置し、「デー
タ更新」の機能とプロパティを設定します。 
ダッシュボードエディタ上で、@INPUT(@GET("変数名"))で指
定した「変数名」と、検索する「値」を設定します。 

3 コンポーネントの配置 

使用する本製品の機能 … ダッシュボードエディタ 

 

 

保管したダッシュボード定義を Web 上の定義実行画面で実行
し、コンポーネントを使用します。 

4 ダッシュボード定義の実行 

本製品を実行 
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2-1ラジオボタンの場合  

ラジオボタンを使用したダッシュボード定義の作成方法を前ページの作成手順にしたがって、説明

します。 

ここでは、以下のように表示したい地域名のラジオボタンを選択し、［データ更新］ボタンをクリッ

クすると、目的の地域のデータだけが表示されるグラフの作成を例に手順を説明します。 

 

 

1照会定義の作成 

検索条件に@INPUT(@GET(“変数名”))を使用した照会定義を作成します。 

「東京」、「名古屋」、「大阪」という 3つの地域があり、地域名を指定して、それぞれの売上デー

タを見るレポートを作成します。 

 

以下の手順で行います。 

1. 本製品にログインし、［定義設定］ボタンをクリックます。 

 

 

2. 定義設定ウィザードを起動し、［新しく照会定義を作成］を選択します。［次］ボタンをクリッ

クします。 
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3. テーブル指定域に、「地域名テーブル」、「売上・粗利実績テーブル」をドロップします。 

4. 「地域コード」でテーブル結合し、［自動割当］ボタンで項目を設定します。 

 

5. ［検索条件］タブをクリックします。 

6. 検索条件に以下の設定をします。 

 「地域名」= @INPUT(@GET("地域名")) かつ 

 「年」 = 2005 

7. 並替条件に、以下の設定をします。 

 「地域コード」昇順 

 「月」昇順 
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8. ［ファイル］メニューの［保管］を選択します。 

 

 

［照会定義保管］ダイアログが表示されます。 

9. 任意のメニュー、フォルダを選択し、［定義名称］に名前を入力し、［保管］ボタンをクリッ

クします。 

ここでは、「チュートリアル」メニューの「データ用照会定義」というフォルダに、「月別

売上 2005」という名前で保管します。 

 

 

10. 定義設定画面を終了します。 

 

2グラフの配置 

ダッシュボードエディタを起動し、ダッシュボード定義を作成します。 

グラフを配置し、「1 照会定義の作成」で作成した照会定義（「月別売上 2005」）をバインドしま

す。 

 

以下の手順で行います。 

1. ダッシュボードエディタを起動します。 

2. キャンバス上にグラフを配置します。 

ここでは、3D棒グラフをグラフ選択ウィンドウからドラッグ＆ドロップします。 
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3. プロパティウィンドウの［データ設定］ボタンをクリックします。 

［データバインド］ダイアログが表示されます。 

4. ［定義選択］の［選択］ボタンをクリックし、［照会定義選択］ダイアログで照会定義を選択し
ます。 

ここでは、「1 照会定義の作成」で作成した「月別売上 2005」を選択します。 

5. ［X軸］に「月」、「Y軸（数値項目）」に「売上」を設定し、［設定］ボタンをクリックしま

す。 

 

グラフにデータがバインドされます。 

 

このときは、@INPUT(@GET())の検索条件が無視された状態でデータが表示されます。 

 

 
複数グラフへのデータバインドの手順については、『第 2章 3 複数グラフ』を
参照してください。 
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3コンポーネントの配置 

ラジオボタンとボタンを配置し、コンポーネントに「データ更新」の機能とプロパティを設定します。 

 

 

チェックボックス、ラジオボタン、コンボボックス、テキストインプッ

トを配置する際には、選択されたデータをサーバーへ送信するためのボ

タンが必要です。 

ただし、ラジオボタンやコンボボックスのデータ更新の機能で「自動で

更新」の機能を設定した場合は、ボタンがなくても、値を選択するだけ

でデータを更新することができます。 

 

以下の手順で行います。 

1. コンポーネント選択ウィンドウからラジオボタンを 3つ、ボタンを 1つドラッグ＆ドロップし、

キャンバス上に配置します。 

 

2. ラジオボタンに「データ更新」の機能を設定します。 

図の①のラジオボタンを選択し、プロパティウィンドウの［機能設定］ボタンをクリックしま

す。 

 

［機能設定］ダイアログが表示されます。 

①   ② ③
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3. ［機能］の［▼］ボタンをクリックし、［データ更新］を選択します。 

4. ［設定］ボタンをクリックします。 

 

 

 

［自動で更新］チェックボックスにチェックマークを付けると、ダッシュボード
定義実行時にボタンが配置されていなくても、値を選択するだけで、データが更
新されます。 

 

5. 手順 2～4を繰り返し、②、③のラジオボタンも同様に設定します。 

6. ラジオボタンのプロパティを設定します。 

ラジオボタンを選択し、プロパティウィンドウで［プロパティ名］に照会定義の

@INPUT(@GET("変数名"))で指定した変数名を、［値］に検索したい値を設定します。 

ラジオボタン 
プロパティ ①のラジオボタン ②のラジオボタン ③のラジオボタン 

［ラベル］ 「東京」 「名古屋」 「大阪」 
［プロパティ名］ 「地域名」 「地域名」 「地域名」 
［値］ 「東京」 「名古屋」 「大阪」 
［選択状態］ 「あり」 「なし」 「なし」 
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7. ボタンに「データ更新」の機能を設定します。 

ボタンを選択し、プロパティウィンドウの［機能設定］ボタンをクリックします。 

［機能設定］ダイアログが表示されます。 

8. ［機能］の［▼］ボタンをクリックし、「データ更新」を選択します。 

9. ［グラフ］の［▼］ボタンをクリックし、データを更新したいグラフを選択します。 

ここでは、キャンバス上の 3D棒グラフの「名前」（「chart1」）を選択します。 

グラフの名前は、プロパティウィンドウの［名前］で確認できます。 

10. ［設定］ボタンをクリックします。 

 

11. ボタンのラベルを設定します。 

ボタンを選択し、プロパティウィンドウで［ラベル］にボタンに表示する名前を入力します。

ここでは、「データ更新」と入力します。 

 

12. 編集した内容をダッシュボード定義として保管します。 

［ファイル］メニューの［保管］を選択し、「月別売上（地域）2005」という名前で保管しま

す。 

13. ダッシュボードエディタを終了します。 
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4ダッシュボード定義の実行 

Web 実行画面で保管したダッシュボード定義を実行し、ラジオボタンの設定が正しくできているか

確認します。 

 

以下の手順で行います。 

1. Web実行画面でメニュー、フォルダを選択し、保管した定義名（「月別売上（地域）2005」）

をクリックします。 

初期状態では、「東京」のラジオボタンの［選択状態］が「あり」に設定されているので、

東京のデータだけが表示されます。 

 

 

2. 変更したい地域名のラジオボタンをクリックし、［データ更新］ボタンをクリックします。 

ここでは、「名古屋」を選択します。 

グラフが更新され、名古屋のデータだけが表示されます。 
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2-2 コンボボックスの場合 

ここでは、コンボボックスを使用したダッシュボード定義の作成方法を説明します。 

コンボボックスにはボタンと組み合わせて使用しなくても、コンボボックスで値を選択するだけで

データを更新する機能が用意されています。 

 

ここでは、以下のように店舗名を選択すると、その商品別売上データが表示されるグラフの作成を

例に手順を説明します。 

手動でコンボボックスの値を設定する方法と、存在する「照会定義」の結果の「フィールド」で指

定された列の値から設定する方法があります。 

 

 

 

 

 

 

コンボボックスで「銀座店」
を選択 

初期設定では、「御茶ノ水店」
が選択されているので、御茶ノ
水店のデータが表示される 

「銀座店」のデータを検索 
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「銀座店」の「店舗別商品売上数量」 

 

手順（手動で値を設定する場合） 

1. 検索条件「（@INPUT(@GET(“変数名”))）」を使用した照会定義を作成します。 

「御茶ノ水店」「銀座店」「六本木店」「新宿店」「上野店」などの店舗名を含む商品別の売

上データを、店舗コードで照会し、それぞれの店舗の商品別売上数量を見るレポート（「店

舗別商品売上数量」）を作成します。 

検索条件を以下のように設定します。 

 検索 ：「店舗コード」= @INPUT(@GET(“店舗 CD”)) 

 集計 ：「商品コード」のキー 

      「数量」の合計 

 並び替え条件 ：「商品コード」の昇順 

 

 

 
照会定義の作成については、『第 3章 2-1 ラジオボタンの場合』の「1照会定
義の作成」を参照してください。 

2. 2D横棒グラフを配置し、グラフに 1で作成した照会定義（「店舗別商品売上数量」）をバイン

ドします。 
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ここでは、［X軸］に「商品名」、［Y軸（数値項目）］に「数量」を設定します。 

 

3. コンポーネント選択ウィンドウからコンボボックスを 1 つドラッグ＆ドロップし、キャンバス

上に配置します。 

4. コンボボックスを選択し、プロパティウィンドウの［機能設定］ボタンをクリックします。 

 

 

［機能設定］ダイアログが表示されます。 

5. ［機能］の［▼］ボタンをクリックし、［データ更新］を選択します。 

6. ［表示名］に「御茶ノ水店」、［値］に「101」と入力します。 
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7. ［追加］ボタンをクリックします。 

一覧に設定した内容が表示されます。 

 

8. 手順 6、7を繰り返し、コンボボックスに表示する［表示名］と［値］を設定します。 

 
［表示名］ ［値］ 
「銀座店」 「102」 
「六本木店」 「103」 
「新宿店」 「104」 
「上野店」 「105」 

 

 

9. ［プロパティ名］に照会定義の@INPUT(@GET(“変数名”))で指定した変数名「店舗 CD」を入力

します。 

10. ［自動で更新］チェックボックスにチェックマークを付けます。 

11. ［設定］ボタンをクリックします。 
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コンボボックスに、最初に設定した表示名の「御茶ノ水店」が表示されます。 

 

 

12. 必要に応じて、コンボボックスの上に使用方法を示すテキストを配置します。 

コンポーネント選択ウィンドウからラベルをドラッグ＆ドロップで配置し、プロパティウィ

ンドウの［テキスト］に「店舗名を選択すると、データが更新されます。」と入力します。 

 

 

13. 編集した内容をダッシュボード定義として保管します。 

［ファイル］メニューの［保管］を選択し、「店舗別商品売上数量分析」という名前で保管しま

す。 

14. ダッシュボードエディタを終了します。 

15. Web実行画面で保管したダッシュボード定義を実行し、コンボボックスの設定が正しくできて

いるか確認します。 
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手順（定義の結果から値を取得する場合） 

1. 検索条件「（@INPUT(@GET(“変数名”))）」を使用した照会定義を作成します。 

「御茶ノ水店」「銀座店」「六本木店」「新宿店」「上野店」などの店舗名を含む商品別の売

上データを、店舗コードで照会し、それぞれの店舗の商品別売上数量を見るレポート（「店

舗別商品売上数量」）を作成します。 

検索条件を以下のように設定します。 

 検索 ：「店舗コード」= @INPUT(@GET(“店舗 CD”)) 

 集計 ：「商品コード」のキー 

      「数量」の合計 

 並び替え条件 ：「商品コード」の昇順 

 

 

 
照会定義の作成については、『第 3章 2-1 ラジオボタンの場合』の「1照会定
義の作成」を参照してください。 

2. コンボボックスの値として使用する結果を持つ照会定義を作成します。 

ここでは、店舗名や住所などの店舗情報を持った「店舗マスター」テーブルを照会する定義（「店

舗情報一覧」）を作成します。 
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3. 2D横棒グラフを配置し、グラフに 1で作成した照会定義（「店舗別商品売上数量」）をバイン

ドします。 

ここでは、［X軸］に「商品名」、［Y軸（数値項目）］に「数量」を設定します。 

 

4. コンポーネント選択ウィンドウからコンボボックスを 1 つドラッグ＆ドロップし、キャンバス

上に配置します。 

5. コンボボックスを選択し、プロパティウィンドウの［機能設定］ボタンをクリックします。 

 

 

［機能設定］ダイアログが表示されます。 

6. ［機能］の［▼］ボタンをクリックし、［データ更新］を選択します。 

7. ［更新用設定］［設定方法］の［▼］ボタンをクリックし、［定義から取得］を選択します。 
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8. ［選択］ボタンをクリックします。 

 

9. 照会定義一覧が表示されます。2で作成した照会定義（「店舗情報一覧」）を選択します。 

10. 表示名に「店舗名」、「値」に「店舗コード」を選択します。 

「最大表示件数」は、コンボボックスに表示させる最大の件数を設定できます。 

「先頭行を空白にする」にチェックをつけると、コンボボックスの初期値が空白となります。 

 

 

11. ［プロパティ名］に照会定義の@INPUT(@GET(“変数名”))で指定した変数名「店舗 CD」を入力

します。 

12. ［自動で更新］チェックボックスにチェックマークを付けます。 

13. ［設定］ボタンをクリックします。 
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コンボボックスに、照会結果の一番初めの「御茶ノ水店」が表示されます。 

 

 

14. 必要に応じて、コンボボックスの上に使用方法を示すテキストを配置します。 

コンポーネント選択ウィンドウからラベルをドラッグ＆ドロップで配置し、プロパティウィ

ンドウの［テキスト］に「店舗名を選択すると、データが更新されます。」と入力します。 

 

 

15. 編集した内容をダッシュボード定義として保管します。 

［ファイル］メニューの［保管］を選択し、「店舗別商品売上数量分析 2」という名前で保管し

ます。 

16. ダッシュボードエディタを終了します。 

17. Web実行画面で保管したダッシュボード定義を実行し、コンボボックスの設定が正しくできて

いるか確認します。 
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 3 自動更新の設定 
自動更新の設定をしたボタンをキャンバス上に配置しておくと、ダッシュボード定義実行時にボタンをク

リックしなくても、指定した時間間隔で自動的にデータを再取得して、グラフを表示できます。 

 

ここでは、以下のように指定した時間間隔（180 秒毎）で自動的にデータが更新されるグラフの作

成を例に手順を説明します。 

 

指定した時間間隔でグラフが自動更新 

 

手順 

1. グラフを配置し、データバインドします。 

ここでは、折れ線グラフを 2つ配置し、それぞれ照会定義「売上・粗利（東京）」、「売上・

粗利（大阪）」をバインドします。 

2. コンポーネント選択ウィンドウからボタンを 1 つドラッグ＆ドロップし、キャンバス上に配置

します。 
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3. ボタンを選択し、プロパティウィンドウの［機能設定］ボタンをクリックします。 

 

 

［機能設定］ダイアログが表示されます。 

4. ［機能］の［▼］ボタンをクリックし、［データ更新］を選択します。 

5. ［グラフ］の［▼］ボタンをクリックし、データを自動的に再取得したいグラフを選択します。 

ここでは、［全て］を選択します。 

特定のグラフだけデータを自動更新したい場合は、［グラフ］で目的のグラフのグラフ名を

選択します。 

 

6. ［自動更新］チェックボックスにチェックマークを付けて、自動更新の間隔を秒単位で指定しま
す。 

ここでは、自動更新の時間間隔に「180」秒と設定します。 

7. ［設定］ボタンをクリックします。 
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8. ボタンのラベルを設定します。 

ボタンを選択し、プロパティウィンドウで［ラベル］にボタンに表示する名前を入力します。

ここでは、「自動更新」と入力します。 

 

9. 編集した内容をダッシュボード定義として保管します。 

10. ダッシュボードエディタを終了します。 

11. ダッシュボード定義を実行します。 

 

 

ボタンに自動更新の設定をした場合でも、ボタンをクリックしたときに、データ
を再取得することができます。 
また、ボタンは非表示にしておくことができます。ボタンを非表示にするには、
プロパティウィンドウの［表示］で［なし］を選択します。 
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4 データの表示 
「表」（DataGrid）を利用すると、グラフにバインドされているデータを表形式で表示することができます。

また、表の行と列を入れ替えて表示することもできます。 

 

ここでは、以下のようなダッシュボード定義を作成する例で手順を説明します。 

 

グラフにバインドされているデータをグラフの下に表示 

 

手順 

1. グラフを 2つ配置し、データバインドします。 

ここでは、3D棒グラフと棒・線グラフを配置し、それぞれ照会定義「売上集計」（クロス集

計形式）と、「売上分析（営業所）」（標準表タイプのキューブデータ）をバインドします。 

2. 2つのグラフを区別するために、グラフに名前を設定します。 

プロパティウィンドウの［名前］にそれぞれ、「売上集計」、「売上分析（営業所）」と入

力します。 

 



 

 113

3. コンポーネント選択ウィンドウから表（DataGrid）をドラッグ＆ドロップし、キャンバス上に

配置します。 

4. プロパティウィンドウの［データ設定］ボタンをクリックします。 

 

 

［データバインド］ダイアログが表示されます。 

5. ［結合先］の［▼］ボタンをクリックし、「グラフ」を選択します。 

6. ［グラフ選択］の［▼］ボタンをクリックし、データを表示したいグラフを選択します。 

ここでは、「売上集計」を選択します。 
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7. ［設定］ボタンをクリックします。 

選択したグラフのデータが表形式で表示されます。 

 

8. 表のサイズや位置を変更します。 

9. 手順 3～8を繰り返して表を配置し、「売上分析（営業所）」のグラフのデータを表示します。 

 

10. 必要に応じて、表の配色を変更します。 

プロパティウィンドウの［配色］で目的の配色を選択します。 

 

11. 編集した内容をダッシュボード定義として保管します。 

12. ダッシュボードエディタを終了します。 

13. ダッシュボード定義を実行します。 
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5 入力値チェック 
「テキストインプット」（TextInput）の [入力値チェック] を設定すると、入力したテキストを検査し、検

査ポリシーに反する場合はエラーメッセージを表示します。 

 

検査の種類は以下のとおりです。各検査の併用も可能です。 

種類 説明 

空白チェック 入力値が空白かどうかを検査します。 

書式チェック 入力値の日時や数値の桁数を検査します。 

日時の場合は、書式の検査に加え、入力値が実在する日時か否

かも判別します。 

範囲チェック 2つのテキストインプット（開始値と終了値）の日時や数値の

範囲を検査します。 

指定した範囲を超える場合や開始値が終了値より小さい場合

にエラーとします。 

 

 

手順 

1. テキストインプットを配置します。 

2. テキストインプットを選択し、プロパティウィンドウで［入力値チェック］クリックします。 

 

 

3. チェック内容を入力し、[設定] ボタンをクリックします。 
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• 空白チェック 

 

 

 

指定する項目は以下のとおりです。 

項目 説明 

空白チェック チェックを付けると機能が有効になります。 

 

 

• 書式チェック 
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指定する項目は以下のとおりです。 

項目 説明 

書式チェック チェックを付けると機能が有効になります。 

種類 「日時」、「数値」の何れかを選択します。 

書式文字列 日時や数値の書式文字列を指定します。 

使用可能な文字列については、次の表を参照してください。 

 

また、書式文字列に使用可能な文字列と意味は以下のとおりです。 

種類 書式文字列 許可する入力値 

YYYY 1900 ～ 2099（年） 

YY 00 ～ 99（1950 ～ 2049 年） 

MM 01 ～ 12（月） 

DD 01 ～ 31（日） 

hh 00 ～ 23（時） 

mm 00 ～ 59（分） 

ss 00 ～ 59（秒） 

日時 

/（半角スラッシュ） 

-（半角ハイフン） 

.（半角ピリオド） 

:（半角コロン） 

（半角スペース） 

左に同じ 

# 任意の数字（1桁以上） 

0 任意の数字（1桁） 

数値 

.（半角ピリオド） 左に同じ（小数点） 
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• 範囲チェック 

開始値の場合     終了値の場合 

  

 

指定する項目は以下のとおりです。 

項目 説明 

範囲チェック チェックを付けると機能が有効になります。 

種類 「開始」、「終了」の何れかを選択します。 

グループ ID 半角英数字の文字列で指定します。 

対応する終了値のテキストインプットのグループ ID と

同じ文字列を指定する必要があります。 

単位 「年」、「月」、「日」、「時」、「分」、「秒」、「数

値」の何れかを選択します。 

「開始」

の場合 

最大範囲 0以上の整数値を指定します。 

0 を指定すると範囲は検査せず、開始値と終了値の大小

関係のみ検査します。 

「終了」

の場合 

グループ ID 半角英数字の文字列で指定します。 

対応する開始値のテキストインプットのグループ ID と

同じ文字列を指定する必要があります。 
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 1 ドリルダウンの設定 
データバインドされたグラフにドリルダウンの設定をしておくと、ダッシュボード定義の実行時にグラフ

の X 軸や棒、アンカーマークなどをクリックしたときに、設定したキー項目でドリルダウンが行われ、軸

となる項目が切り替わったグラフが表示されます。 

 

ドリルダウンの設定方法は、バインドされている照会定義の種類により異なります。 

ここでは、バインドされているデータごとのドリルダウンの設定について説明します。 

 

1-1 標準表形式の場合 

• バインドするデータが標準表形式の場合は、ドリルダウンの集計キーとなるキー項目を設定します。 

• キー項目を設定すると、標準表形式のデータがバインドされたグラフの X軸名や棒、アンカーマー

クなどをクリックしたときに、クリックしたデータをキー項目で集計した結果が表示されます。 

• ドリルダウンはキー項目に設定した順に行われます。 

• ドリルダウンしたグラフを別のウィンドウに表示できます。 

 

グラフの種類ごとにドリルダウンの動きが異なります。 

バインドデータが標準表形式の場合は以下のとおりです。 

グラフの種類 クリック箇所 動作 ドリルダウンの動き 
単一グラフ パイ 可 クリックしたデータをキー項目で集計し

た結果を表示 
棒、アンカーマーク、 
積み上げ（グラフの一部）

可 クリックしたデータをキー項目で集計し
た結果を表示 
（系列の要素と数は同じ） 

系列名 不可  

複数グラフ 

X軸名 可 クリックしたデータをキー項目で集計し
た結果を表示 
（系列の要素と数は同じ） 

アンカーマーク、バブル
（グラフの一部分） 

可 クリックしたデータをキー項目で集計し
た結果を表示 

複数（変形）
グラフ 

系列名 不可  

棒、アンカーマーク、 
積み上げ（グラフの一部）

可 クリックしたデータをキー項目で集計し
た結果を表示 
（系列の要素と数は同じ） 

系列名 不可  

混合グラフ 

X軸名 可 クリックしたデータをキー項目で集計し
た結果を表示 
（系列の要素と数は同じ） 

ゲージ グラフ全体 不可  
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ここでは、以下のような標準表形式の照会定義がバインドされた 2D横棒グラフ（X軸に「商品名」、

Y 軸に「数量」をバインド）にドリルダウンを設定する例で手順を説明します。 

 

照会定義：「商品売上数量」 

 

 

 

 

 

 

 

※拡大図は標準表の一部です。 

「ブレンドコーヒー」の
棒部分をクリック 

ドリルダウンのキー項目
に「店舗名」と「売上日」
を設定

保管されたダッシュボード定義を実行 
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ブレンドコーヒーの「店舗別の売上数量」 

 

 

 
 
ブレンドコーヒーの「新宿店」の「売上日別の売上数量」 

 

手順 

1. グラフを配置し、データをバインドします。 

2. グラフを選択し、プロパティウィンドウで［リンク設定］ボタンをクリックします。 

 

［リンク設定］ダイアログが表示されます。 

「新宿店」の棒部分
をクリック 

別ウィンドウにグラフを表示しないとき

は、グラフの右上に表示される をク
リックすると、前の画面に戻る 

最初のキー項目「店舗名」でドリルダウン 

2番目のキー項目「売上日」でドリルダウン 
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3. ［機能］の［▼］ボタンをクリックし、［ドリルダウン］を選択します。 

 

4. ［項目名］で「店舗名」と「売上日」をそれぞれ選択し、［→］ボタンをクリックします。 

［キー項目リスト］に「店舗名」と「売上日」が追加されます。 

5. ［設定］ボタンをクリックします。 

 

 

グラフにドリルダウンが設定されます。 

6. 編集した内容をダッシュボード定義として保管し、ダッシュボードエディタを終了します。 

7. Web実行画面で保管したダッシュボード定義を実行し、ドリルダウンの設定が正しくできてい

るか確認します。 

 

 

1-2 クロス集計形式の場合 

• バインドデータがクロス集計表形式の場合は、ドリルダウンの集計キーとなる X軸のキー項目に、

クロス集計の列キーが、系列のキー項目に行キーが自動的に設定されます。 

• ドリルダウンの設定を行うと、クロス集計形式のデータがバインドされたグラフの X軸や棒、ア

ンカーマーク、系列などをクリックしたときに、グラフの X軸と系列に設定されているキー項目

の順に集計結果が表示されます。 

• 列キー、行キーが複数設定されているクロス集計の定義がバインドされているグラフの場合に、

ドリルダウンが行われます。 
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グラフの種類ごとにドリルダウンの動きが異なります。 

バインドデータがクロス集計形式の場合は以下のとおりです。 

グラフの種類 クリック箇所 動作 ドリルダウンの動き 
棒、アンカーマーク、
積み上げ 

可 次の行キーと列キーの集計結果を表示 

系列名 可 系列に設定されている次の行キーの集計結
果を表示 

複数グラフ 

X軸名 可 X 軸に設定されている次の列キーの集計結
果を表示 

アンカーマーク、 
バブル 

可 次の行キーと列キーの集計結果を表示 複数（変形）
グラフ 

系列名 可 系列に設定されている次の行キーの集計結
果を表示 

ゲージ グラフ全体 不可  

 

ここでは、以下のようなクロス集計形式の照会定義がバインドされた 2D横棒積上げグラフ（X軸に

「営業所」、系列に「年度」、値に「売上金額」をバインド）にドリルダウンを設定し、別のウィン

ドウに表示する例で手順を説明します。 

 

照会定義：「売上集計」 
 

 

 

 

 

 

 

※拡大図はクロス集計表の一部です。 

列キー 

行キー 

保管されたダッシュボード定義を実行 

クロス集計形式の照会定義がバインド
されているときは、自動的にキー項目が
設定される
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X軸名と系列名のドリルダウン 

 

 

 

 

 

九州営業所の 2002年度における担当地区別半期の売上 

 

 

 

 

大分県の 1H（上半期）における商品カテゴリ別四半期の売上 

 

 

「九州営業所の 2002年度」
の棒部分をクリック 

「大分県の 1H（上半期）」
の棒部分をクリック 

別ウィンドウに表示されたグラフは、
ウィンドウ上部の［×］ボタンを 
クリックすると、閉じることができる 

「黒板の 2Q（第 2 四半期）」の
棒部分をクリック 

X 軸が次の列キー「担当地区」、系列が次の行キー
「半期」でドリルダウン 

X 軸が次の列キー「商品カテゴリ」、系列が次の
行キー「四半期」でドリルダウン 

X軸が次の列キー「商品名」、系列が次の行キー
「売上年月」でドリルダウン 
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大分県の黒板の 2Q（第 2四半期）における商品別の売上 

 

X軸名のドリルダウン 

 

 

 

 

 

中部営業所における担当地区別の売上 

 

系列名のドリルダウン 

 

 

最初のグラフで X軸の「中部営業所」
をクリック 

X軸のみ次の列キー「担当地区」でドリルダウン 

最初のグラフで系列の「2002年度」を
クリック 

系列のみ次の行キー「半期」でドリルダウン 
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2002年度における半期毎の営業所別の売上 

 

手順 

1. グラフを配置し、データをバインドします。 

2. グラフを選択し、プロパティウィンドウで［リンク設定］ボタンをクリックします。 

 

［リンク設定］ダイアログが表示されます。 

3. ［機能］の［▼］ボタンをクリックし、［ドリルダウン］を選択します。 

4. ［別ウィンドウ表示］チェックボックスにチェックマークを付けます。 

5. ［設定］ボタンをクリックします。 

 

グラフにドリルダウンが設定されます。 

6. 編集した内容をダッシュボード定義として保管し、ダッシュボードエディタを終了します。 
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7. Web実行画面で保管したダッシュボード定義を実行し、ドリルダウンの設定が正しくできてい

るか確認します。 

 

 

1-3 キューブデータの場合 

バインドデータがキューブデータの場合は、キューブデータの展開の方法が「標準表」タイプか「ク

ロス集計」タイプかによって、設定内容が異なります。 

 

また、ドリルダウンの方法には、以下の 2つがあります。 

• 同次元でドリルダウンする方法 

1段階ずつレベルを下げてドリルダウンします。 

• ドリルダウン先を手動で設定する方法 

次元やレベルを変更してドリルダウンします。 

 

「標準表」タイプの場合 

バインドデータが「標準表」タイプの場合は、以下のようにドリルダウンします。 

• 同次元でドリルダウンする場合 

自動的にドリルダウンのキー項目に次のレベルが設定されます。 

グラフの X 軸名や棒、アンカーマークなどをクリックすると、照会定義で定義されている次

元が 1 レベルずつ順にキー項目に設定され、クリックした箇所のデータの 1 レベル下の集計

結果が表示されます。 

 

• 次元・レベルを変更してドリルダウンする場合 

ドリルダウンのキー項目に次元・レベルを設定します。 

グラフの X 軸名や棒、アンカーマークなどをクリックすると、クリックした箇所のデータの

指定した次元・レベルの集計結果が表示されます。 
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グラフの種類ごとにドリルダウンの動きが異なります。 

バインドデータがキューブデータ（「標準表」タイプ）の場合は以下のとおりです。 

 

グラフの種類 クリック箇所 動作 ドリルダウンの動き 
単一グラフ 

 

パイ 

 

可 

 

・クリックしたデータの 1レベル下の集計
結果を表示 

・ドリルダウン先を指定した場合は、ク
リックしたデータの指定した次元・レベ
ルの集計結果を表示 

棒、アンカーマーク、 
積み上げ（グラフの一部）

可 ・クリックしたデータの 1レベル下の集計
結果を表示 

・ドリルダウン先を指定した場合は、ク
リックしたデータの指定した次元・レベ
ルの集計結果を表示 

（系列の要素と数は同じ） 
系列名 不可  

複数グラフ 

X軸名 可 ・クリックしたデータの 1レベル下の集計
結果を表示 

・ドリルダウン先を指定した場合は、ク
リックしたデータの指定した次元・レベ
ルの集計結果を表示 

（系列の要素と数は同じ） 
アンカーマーク、バブル
（グラフの一部分） 

可 ・クリックしたデータの 1レベル下の集計
結果を表示 

・ドリルダウン先を指定した場合は、ク
リックしたデータの指定した次元・レベ
ルの集計結果を表示 

複数（変形）
グラフ 

系列名 不可  

棒、アンカーマーク、 
積み上げ（グラフの一部）

可 ・クリックしたデータの 1レベル下の集計
結果を表示 

・ドリルダウン先を指定した場合は、ク
リックしたデータの指定した次元・レベ
ルの集計結果を表示 

（系列の要素と数は同じ） 
系列名 不可  

混合グラフ 

X軸名 可 ・クリックしたデータの 1レベル下の集計
結果を表示 

・ドリルダウン先を指定した場合は、ク
リックしたデータの指定した次元・レベ
ルの集計結果を表示 

（系列の要素と数は同じ） 
ゲージ グラフ全体 不可  
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ここでは、以下のような「標準表」タイプのキューブデータがバインドされた 3D棒グラフ（X軸に

「営業所」、Y軸に「売上金額」と「粗利益」をバインド）に次元・レベルを変更してドリルダウン

を設定する例で手順を説明します。 

 

照会定義：「売上分析（営業所）」 

 

 

 

 

 

 

 

ドリルダウンのキー項目に「年度」
と「商品カテゴリ」を設定 

保管されたダッシュボード定義を実行 
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大阪営業所の年度別の売上と粗利益 

 

 

 

 
 
2002年度の商品カテゴリ別の売上と粗利益 

 

「大阪営業所」の棒部分を
クリック 

最初のキー項目「年度」でドリルダウン 

「2002 年度」の棒部分を
クリック 

2番目のキー項目「商品カテゴリ」でドリルダウン 
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手順 

1. グラフを配置し、データバインドします。 

2. グラフを選択し、プロパティウィンドウで［リンク設定］ボタンをクリックします。 

 

 

［リンク設定］ダイアログが表示されます。 

3. ［機能］の［▼］ボタンをクリックし、［ドリルダウン］を選択します。 

4. ［ドリルダウン先を手動で設定］をクリックして選択します。 

5. ［項目名］で「年度」と「商品カテゴリ」をそれぞれ選択し、［→］ボタンをクリックします。 

［キー項目リスト］に「年度」と「商品カテゴリ」が追加されます。 

6. ［設定］ボタンをクリックします。 

 

 

グラフにドリルダウンが設定されます。 

7. 編集した内容をダッシュボード定義として保管し、ダッシュボードエディタを終了します。 

8. Web実行画面で保管したダッシュボード定義を実行し、ドリルダウンの設定が正しくできてい

るか確認します。 

 

 

上記の「標準表」タイプのキューブデータ（［営業所］次元に「営業所」、「担
当地区」、「担当者」の順でレベルが定義されている）がバインドされているグ
ラフに［同次元でドリルダウン］を設定した場合は、グラフの X軸名や棒、アン
カーマークなどをクリックするごとに、1 レベルずつドリルダウンが行われ、X
軸の項目が「営業所」、「担当地区」、「担当者」の順に切り替わります。 
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「クロス集計」タイプの場合 

バインドデータが「クロス集計」タイプの場合は、以下のようにドリルダウンします。 

• 同次元でドリルダウンする場合 

自動的にドリルダウンのキー項目に行方向、列方向のレベルが設定されます。 

グラフの X 軸名や棒、アンカーマーク、系列などをクリックすると、照会定義で定義されて

いる行方向と列方向の次元が 1レベルずつ順にキー項目に設定され、クリックした箇所のデー

タの 1レベル下の集計結果が表示されます。 

 

• 次元・レベルを変更してドリルダウンする場合 

ドリルダウンのキー項目に X軸と系列の次元・レベルをそれぞれ設定します。X軸だけ次元、

レベルを変更したり、系列だけ次元・レベルを変更することもできます。 

グラフの X軸名や棒、アンカーマーク、系列などをクリックすると、クリックした箇所のデー

タの指定した次元・レベルの集計結果が表示されます。 

 

 

ドリルダウン先を手動で設定し、次元・レベルを変更してドリルダウン

を行う場合、以下の設定はできません。 

・レベルが上の項目をドリルダウン先に設定すること 

（たとえば、「年度→半期→四半期→売上年月」とレベルが設定され

ている場合に、「四半期→半期」という順番で設定するなど） 

・すでにグラフの X 軸または系列に指定されている項目をドリルダウ

ン先に設定すること 

・X軸、系列ともに同じ項目をドリルダウン先に設定すること 
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グラフの種類ごとにドリルダウンの動きが異なります。 

バインドデータがキューブデータ（「クロス集計」タイプ）の場合は以下のとおりです。 

グラフの種類 クリック箇所 動作 ドリルダウンの動き 
棒、アンカーマーク、
積み上げ 

可 ・次のレベルの行キーと列キーの集計結果
を表示 

・ドリルダウン先を指定した場合は、指定
した X 軸と系列の次元・レベルの集計結
果を表示 

系列名 可 ・系列に設定されている次の行キーのレベ
ルの集計結果を表示 

・ドリルダウン先を指定した場合は、指定
した系列の次元・レベルの集計結果を表
示 

複数グラフ 

X軸名 可 ・X軸に設定されている次の列キーのレベル
の集計結果を表示 

・ドリルダウン先を指定した場合は、指定
した X 軸の次元・レベルの集計結果を表
示 

アンカーマーク、 
バブル 

可 ・次のレベルの行キーと列キーの集計結果
を表示 

・ドリルダウン先を指定した場合は、指定
した X 軸と系列の次元・レベルの集計結
果を表示 

複数（変形）
グラフ 

系列名 可 ・系列に設定されている次の行キーのレベ
ルの集計結果を表示 

・ドリルダウン先を指定した場合は、指定
した系列の次元・レベルの集計結果を表
示 

ゲージ グラフ全体 不可  

 

 

ここでは、以下のような「クロス集計」タイプのキューブデータがバインドされた 2D横棒積上げグ

ラフ（X 軸に「商品カテゴリ」、系列に「営業所」、数値項目に「数量」をバインド）に次元・レ

ベルを変更しドリルダウンを設定して別ウィンドウに表示する例で手順を説明します。 

 

照会定義：売上分析（営業所・商品カテゴリ） 
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X軸名と系列名のドリルダウン 

 

 

 

 

 

事務用品の大阪営業所における年度毎の担当地区別の売上 

「事務用品の大阪営業所」
の棒部分をクリック 

X軸が最初のキー項目「年度」、系列が最初の
キー項目「担当地区」でドリルダウン 

X 軸のキー項目に「年度」と
「売上年月」を、系列のキー
項目に「担当地区」を設定 

保管されたダッシュボード定義を実行 
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X軸名のドリルダウン 

 

 

 

 

 

OA機器の年度毎の営業所別の売上 

 

系列名のドリルダウン 

 

 

 

 

 

大阪営業所における商品カテゴリの担当地区別の売上 

X軸のみ最初のキー項目「年度」でドリルダウン 

最初のグラフで X軸の「OA 機器」
をクリック 

系列のみ最初のキー項目「担当地区」でドリルダウン

最初のグラフで系列の「大阪営業所」
をクリック 
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手順 

1. グラフを配置し、データをバインドします。 

2. グラフを選択し、プロパティウィンドウで［リンク設定］ボタンをクリックします。 

 

 

［リンク設定］ダイアログが表示されます。 

3. ［機能］の［▼］ボタンをクリックし、［ドリルダウン］を選択します。 

4. ［別ウィンドウ表示］チェックボックスにチェックマークを付けます。 

5. ［ドリルダウン先を手動で設定］をクリックして選択します。 

6. X軸のドリルダウン先を設定します。 

［次元・レベル］で「年度」と「売上年月」をそれぞれ選択し、［ドリルダウン（X軸）］の［→］

ボタンをクリックします。 

［ドリルダウン（X軸）］に「年度」と「売上年月」が追加されます。 

 

7. 同様にして、系列のドリルダウン先を設定します。 

［次元・レベル］で「担当地区」を選択し、［ドリルダウン（系列）］の［→］ボタンをクリッ

クします。 

［ドリルダウン（系列）］に「担当地区」が追加されます。 
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8. ［設定］ボタンをクリックします。 

 

 

グラフにドリルダウンが設定されます。 

9. 編集した内容をダッシュボード定義として保管し、ダッシュボードエディタを終了します。 

10. Web実行画面で保管したダッシュボード定義を実行し、ドリルダウンの設定が正しくできてい

るか確認します。 
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 2 リンクの設定 
グラフやコンポーネントにリンクを設定すると、関連する照会定義やダッシュボード定義を表示すること

ができます。また、リンク先の定義にデータを引き渡して、表示する照会定義やダッシュボード定義でデー

タを絞り込むこともできます。 

 

リンクの設定は、グラフとコンポーネントで異なります。 

ここでは、グラフのリンク設定と、コンポーネントのリンク設定について説明します。 

 

2-1 グラフの場合 

• グラフにリンクの設定をすると、ダッシュボード定義の実行時にグラフをクリックしたときに、

別の照会定義やダッシュボード定義を表示できます。 

• リンク先の照会定義に@INPUT(@GET())が設定されている場合、変数名を設定しておくと、グラ

フ上でクリックした箇所の値で検索した結果が表示されます。 

• グラフに標準表形式のデータがバインドされている場合は、X 軸のみ変数名を設定できます。ク

ロス集計形式の場合は、X軸と系列に別の変数名を設定できます。 

• 変数名を設定しない場合は、グラフのどの部分をクリックしても、リンク先に指定した照会定義

が表示されます。 

• リンク先の定義を別のウィンドウに表示することができます。 

 

ここでは、標準表形式のデータがバインドされた 3D 棒グラフに、@INPUT(@GET(“店舗 CD”))の設

定された照会定義「店舗別商品売上数量」へのリンクを設定し、別ウィンドウに表示する例で手順

を説明します。 

 

 

 

 

リンク先に照会定義「店舗別商品売上
数量」を設定し、X軸の変数名に 
「店舗 CD」を設定 

保管されたダッシュボード定義を実行



第 4章 データのドリルダウンとリンク 

 

 140

 

 

 

 

 

 

店舗 CD「101」（御茶ノ水店）のデータ 

 

手順 

1. データバインドされたグラフを選択し、プロパティウィンドウの［リンク設定］ボタンをクリッ

クします。 

 

 

［リンク設定］ダイアログが表示されます。 

グラフの X軸の「101」をクリック 

店舗 CD「101」でリンク先の照会定
義のデータを検索
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2. ［機能］の［▼］ボタンをクリックし、［リンク］を選択します。 

 

3. ［別ウィンドウ表示］チェックボックスにチェックマークを付けます。 

4. ［リンク先］の［選択］ボタンをクリックし、［照会定義選択］ダイアログでリンク先の照会定
義「店舗別商品売上数量」を選択します。 

 

5. ［変数名設定］の［X軸名］にリンク先の照会定義へ引き渡す変数名「店舗 CD」を入力します。 

6. ［設定］ボタンをクリックします。 

 

 

グラフにリンクが設定されます。 

7. 編集した内容をダッシュボード定義として保管し、ダッシュボードエディタを終了します。 

8. Web実行画面で保管したダッシュボード定義を実行し、リンクの設定が正しくできているか確

認します。 
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2-2 コンポーネントの場合 

• コンポーネントにリンク先の定義を設定しておくと、ダッシュボード定義の実行時にラベルやボ

タンをクリックしたときに、別の照会定義やダッシュボード定義を表示することができます。 

• ラベル、チェックボックス、ラジオボタン、コンボボックス、テキストインプットは、リンク先

の照会定義に@INPUT(@GET())で検索条件が設定されている場合、リンク先の定義にプロパティ

名や値を引き渡して、データを絞り込んで表示することができます。 

• ラジオボタンとコンボボックスは、自動リンクの設定ができます。自動リンクを設定しておくと、

ボタンを配置しなくても、ダッシュボード定義の実行時にラジオボタンやコンボボックスで値が

選択されると、指定のリンク先を表示します。 

• リンク先の定義を別のウィンドウに表示することができます。 

 

 

コンポーネントによって設定する内容が異なります。 
各コンポーネントのプロパティについては、『付録 2 コンポーネントのプロパ
ティ』を参照してください。 

 

 

単一リンク先定義 

コンポーネントをクリックしたときに、目的のリンク先の定義が表示されるようにするには、テキ

ストインプットとラベル、またはボタンを組み合わせてダッシュボード定義を作成します。 

ここでは、@INPUT(@GET(“店舗 CD”))の設定された照会定義（「「店舗別商品売上数量」」）への

リンクをボタンに設定し、テキストインプットに入力された値（店舗コード）でリンク先のデータ

を絞り込んで表示する例で手順を説明します。 

 

 

 

 

 

店舗コード「101」を
入力して、［売上表示］
ボタンをクリック 

店舗コード「101」でリンク先の
照会定義のデータを検索 
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店舗コード「101」（御茶ノ水店）のデータ 

 

手順 

1. コンポーネント選択ウィンドウからテキストインプットを 1 つ、ボタンを 1 つドラッグ＆ド

ロップし、キャンバス上に配置します。 

2. テキストインプットの［プロパティ名］に、リンク先の照会定義の@INPUT(@GET(“変数名”))

で指定した変数名を設定します。 

テキストインプットを選択し、プロパティウィンドウの［プロパティ名］に「店舗 CD」と入

力します。 

［初期値］は空欄にしておきます。 

 

 

3. ボタンにリンク先を設定します。 

ボタンを選択し、プロパティウィンドウの［機能設定］ボタンをクリックします。 

 

 

［機能設定］ダイアログが表示されます。 
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4. ［機能］の［▼］ボタンをクリックし、［リンク］を選択します。 

 

 

［機能設定］ダイアログがリンク設定用に変化します。 

5. ［定義を選択］をクリックして選択します。 

6. ［リンク先］の［選択］ボタンをクリックし、［照会定義選択］ダイアログでリンク先の照会定
義「店舗別商品売上数量」を選択します。 

7. ［別ウィンドウ表示］チェックボックスにチェックマークを付けます。 

8. ［設定］ボタンをクリックします。 

 

9. ボタンのラベルを設定します。 

ボタンを選択し、プロパティウィンドウで［ラベル］に「売上表示」と入力します。 
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10. 必要に応じて、テキストインプットの使用方法を示すテキストを配置します。 

ラベルを配置し、プロパティウィンドウの［テキスト］に「店舗コードを入力してください。」

と入力します。 

また、店舗コードに対応する店舗名を示すため、表を配置し、照会定義「店舗情報」をバイン

ドします。 

 
表に照会定義のデータをバインドする方法については、『第 2章 7 表』を参照
してください。 

 

 

11. 編集した内容をダッシュボード定義として保管し、ダッシュボードエディタを終了します。 

12. Web実行画面で保管したダッシュボード定義を実行し、リンクの設定が正しくできているか確

認します。 

 

 

選択リンク先定義 

複数の選択肢からリンク先を選択するには、チェックボックス、ラジオボタン、コンボボックスの

いずれか 1つとボタンを組み合わせてダッシュボード定義を作成します。 

ただし、ラジオボタンとコンボボックスの場合は、「自動リンク」の機能を設定しておくと、ボタ

ンがなくても、リンク先のデータを表示することができます。 

 

ここでは、以下のように 3 つのラジオボタンにそれぞれリンク先を設定し、選択されたラジオボタ

ンによって、異なるダッシュボード定義を別ウィンドウに表示する例で手順を説明します。 
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「東京」の売上分析データ 

 

手順 

1. コンポーネント選択ウィンドウからラジオボタンを 3つ、ボタンを 1つドラッグ＆ドロップし、

キャンバス上に配置します。 

 

2. ラジオボタンにリンク先を設定します。 

①のラジオボタンを選択し、プロパティウィンドウの［機能設定］ボタンをクリックします。 

ラジオボタンの「東京」
を選択して［売上分析］
ボタンをクリック 
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［機能設定］ダイアログが表示されます。 

 

3. ［機能］の［▼］ボタンをクリックし、［リンク］を選択します。 

 

 

4. ［リンク先］の［選択］ボタンをクリックし、［照会定義選択］ダイアログでリンク先のダッシュ
ボード定義「東京売上分析」を選択します。 

5. ［別ウィンドウ表示］チェックボックスにチェックマークを付けます。 

6. ［設定］ボタンをクリックします。 

 

 

 
ラジオボタンで［自動リンク］チェックボックスにチェックマークを付けると、
ダッシュボード定義実行時に値を選択するだけで、リンク先が表示されます。

7. 手順 2～6を繰り返し、②、③のラジオボタンにもリンク先を設定します。 

 ②のラジオボタン：ダッシュボード定義「名古屋売上分析」 

① 
② 
③ 
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 ③のラジオボタン：ダッシュボード定義「大阪売上分析」 

8. ラジオボタンにプロパティ名とラベルを設定します。 

ラジオボタンを選択し、プロパティウィンドウで［プロパティ名］にラジオボタンのグループ

名を、［ラベル］にラベルに表示するテキストを設定します。 

ラジオボタン 
プロパティ ①のラジオボタン ②のラジオボタン ③のラジオボタン 

［ラベル］ 「東京」 「名古屋」 「大阪」 
［プロパティ名］ 「地域」 「地域」 「地域」 

 

 

9. ボタンにリンクの機能を設定します。 

ボタンを選択し、プロパティウィンドウの［機能設定］ボタンをクリックします。 

［機能設定］ダイアログが表示されます。 

10. ［機能］の［▼］ボタンをクリックし、［リンク］を選択します。 

11. ［コンポーネントを選択］をクリックして選択します。 

12. ［コンポーネント］の［▼］ボタンをクリックし、ラジオボタンに設定したプロパティ名「地域」
を選択します。 

13. ［設定］ボタンをクリックします。 
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14. ボタンのラベルを設定します。 

ボタンを選択し、プロパティウィンドウで［ラベル］にボタンに表示する名前「売上分析」を

入力します。 

 

 

15. 必要に応じて、ラジオボタンの上に使い方を示すテキストを配置します。 

ラベルを配置し、プロパティウィンドウの［テキスト］に「売上の分析をしたい地域を選択し

てください。」と入力します。 

 

16. 編集した内容をダッシュボード定義として保管し、ダッシュボードエディタを終了します。 

17. Web実行画面で保管したダッシュボード定義を実行し、リンクの設定が正しくできているか確

認します。 
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 3 ナビゲーション・バーの設定 
ナビゲーション・バーの機能を利用すると、ダッシュボード上に、ラジオボタンやチェックボックス、コ

ンボボックスなどのコンポーネントを複数配置し、これらの組み合わせによって、リンク先のダッシュボー

ド定義を切り替えることができます。 

リンク先は、コンポーネントの組み合わせの数だけ設定できます。たとえば、チェックボックスを 1 つ、

ラジオボタンが 2つのラジオグループ（ラジオボタン Aとラジオボタン Bとする）を 1つ配置する場合は、

次のような 4とおりの組み合わせで 4つのリンク先を設定できます。 

• チェックボックスがオンでラジオボタン Aがオン 

• チェックボックスがオフでラジオボタン Aがオン 

• チェックボックスがオンでラジオボタン Bがオン 

• チェックボックスがオフでラジオボタン Bがオン 

 

 

 

以下のコンポーネントには、ナビゲーション・バー定義の設定時のみ、プロパティ
ウィンドウで［ナビゲーション用］プロパティを設定できます。 
・チェックボックス 
・ラジオボタン 
・コンボボックス 
 
［ナビゲーション用］プロパティが「あり」（デフォルト）の場合は、リンク先
のダッシュボード定義を切り替えるために使用されます。 
 
［ナビゲーション用］プロパティを「なし」に設定すると、リンク先の設定には
使用されず、ダッシュボード定義を表示する際にデータ更新用として使用されま
す。このとき、［ナビゲーション設定］ダイアログにこれらのコンポーネントは
表示されません。 
これらのコンポーネントをデータ更新用として利用する場合の方法については、
『付録 2-2 チェックボックス』、『付録 2-3 ラジオボタン』、『付録 2-4 コ
ンボボックス』の「データ更新の場合」を参照してください。 
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ここでは、以下のようにチェックボックスを 1 つ、ラジオボタンが 3 つのラジオグループを 1 つ配置する

ナビゲーション・バーを定義する例で手順を説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ナビゲーション・バーにチェック
ボックスとラジオボタンを配置し、
ボタンに各コンポーネントが選択
されたときのリンク先を設定 

保管されたダッシュボード定義を実行 

初期状態では、［データ表示］チェッ
クボックスがオフ、ラジオボタン
［東京］がオンになっているので、
「東京」の売上分析が表示される 
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手順 

1. ダッシュボードエディタの［ファイル］メニューの［新規作成］－［ナビゲーション・バー定

義］を選択します。 

 

ダッシュボードエディタの上部にコンポーネントを配置するための白紙のキャンバスが表示

されます。 

 

［データ表示］チェックボックス
をオン、ラジオボタン［大阪］を
オンにして［分析表示］ボタンを
クリック 

「大阪」の売上分析
（データあり）を表示 
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2. キャンバス上にコンポーネントを配置します。 

コンポーネント選択ウィンドウからチェックボックスを 1つ、ラジオボタンを 3つ、ボタンを

1つドラッグ＆ドロップします。 

 

3. 各コンポーネントのプロパティをプロパティウィンドウで設定します。 

チェックボックス ラジオボタン ボタン 

プロパティ 
①の 
チェックボックス

②の 
ラジオボタン

③の 
ラジオボタン

④の 
ラジオボタン 

⑤の 
ボタン 

［ラベル］ 「データ表示」 「東京」 「名古屋」 「大阪」 － 
［プロパティ名］ 「データ表示」 「地域」 「地域」 「地域」 － 
［値］ － 「01」 「02」 「03」 － 
［選択状態］ － 「あり」 「なし」 「なし」 － 
［テキスト］ － － － － 「分析表示」

 

4. ボタンを選択し、プロパティウィンドウの［機能設定］ボタンをクリックします。 

［ナビゲーション設定］ダイアログが表示されます。 

ダイアログの上部には、キャンバスに配置したボタン以外のコンポーネントが表示されます。 

 

①  ②   ③  ④   ⑤ 
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5. ①のチェックボックスがオフで②のラジオボタンがオンの場合のリンク先を設定します。 

ダイアログ上部の②のラジオボタンがオンになっていることを確認します。①のチェックボッ

クスはオフにしておきます。 

 

 

6. ［リンク先］の［選択］ボタンをクリックし、［照会定義］ダイアログでリンク先のダッシュボー
ド定義「東京売上分析」を選択します。 

［リンク先］に選択したダッシュボード定義が表示されます。 

 

 

7. ［追加］ボタンをクリックします。 

ダイアログの一覧にリンク先とコンポーネントの選択状態が表示されます。 

 

 

①  ②   ③  ④ 
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8. 同様にして、以下の場合のリンク先のダッシュボード定義を設定します。 

 ①のチェックボックスがオンで①のラジオボタンがオン：「東京売上分析（データあり）」 

 ①のチェックボックスがオフで②のラジオボタンがオン：「名古屋売上分析」 

 ①のチェックボックスがオンで②のラジオボタンがオン：「名古屋売上分析（データあり）」 

 ①のチェックボックスがオフで③のラジオボタンがオン：「大阪売上分析」 

 ①のチェックボックスがオンで③のラジオボタンがオン：「大阪売上分析（データあり）」 

 

9. すべてのリンク先が設定できたら、［設定］ボタンをクリックします。 

 

10. 編集した内容をダッシュボード定義として保管し、ダッシュボードエディタを終了します。 

11. Web実行画面で保管したダッシュボード定義を実行し、ナビゲーション・バーのリンクの設定

が正しくできているか確認します。 
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 1 グラフのプロパティ 
この章では、それぞれのグラフで設定できるプロパティについて説明します。 

グラフのプロパティは、プロパティウィンドウで設定します。 

グラフのプロパティウィンドウには、ボタンが 3つ配置されています。 

• ［データ設定］ボタン 

グラフに照会定義をバインドするためのボタンです。 

• ［リンク設定］ボタン 

グラフにリンクやドリルダウンを設定するためのボタンです。 

グラフにデータバインドすると、ボタンが有効になります。 

• ［グラフ変更］ボタン 

データバインドしたグラフの種類を変更するためのボタンです。 

グラフにデータバインドすると、ボタンが有効になります。 

 

 

「3D 円グラフ」のプロパティウィンドウ  

 

プロパティの設定については、『第 1章 4-4 プロパティの設定』を参照してください。 
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1-1 3D円グラフ 

プロパティ一覧         

プロパティ名 説明 

X 座標 ｘ座標です。ページの左上を原点(0)としてピクセル単位で表されます。 

Y 座標 y座標です。ページの左上を原点(0)としてピクセル単位で表されます。 

幅 グラフオブジェクトの幅です。 

高さ グラフオブジェクトの高さです。 

名前 グラフを判別するための名前です。 

背景色 グラフの背景色です。 

背景色の透明度 グラフの背景色の透明度です。 

キャプション グラフ上部に表示されるテキストです。照会定義を選択すると、定義

名が自動的に入力されます。 

値表示（Y 軸） グラフの近くに値を表示するかどうかです。 

名前表示（X 軸） グラフ近くに名前を表示するかどうかです。 

フォント色 グラフに表示される文字の色です。 

フォントサイズ グラフに表示される文字の大きさです。 

数値フォーマット グラフの数値のカンマ区切りの有無と、小数点以下の数値の表示数

を指定するかどうかです。 

K,M 表示 グラフで使用する値が大きい場合に、K(キロ),M(メガ)で丸めて表示を

するかどうかです。 

小数点以下 小数点以下の値の数です。 

配色 グラフのパイや線の色のセットです。 

前置文字列 グラフのデータに付ける接頭辞です。（￥など） 

後置文字列 グラフのデータに付ける接尾辞です。 

パーセント表示 実際の値を表示するか、パーセントを表示するかです。 

チップのパーセント表示 本製品の実行画面で見た時に表示されるチップに、実際の値を表示

するか、パーセント表示をするかです。 

パイの半径 パイの半径です。 

パイの高さ パイの高さです。 

パイのスケール グラフの傾斜角度です。 

 

• 「パーセント表示」はラベルの横の数値表示を変更します。 

• 「チップのパーセント表示」は「チップ」の数値表示を変更します。 

 

 

 

チップ 
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1-2 3D棒グラフ 

プロパティ一覧           

プロパティ名 説明 

X 座標 ｘ座標です。キャンバスの左上を原点(0)としてピクセル単位で表示されます。 

Y 座標 y座標です。キャンバスの左上を原点(0)としてピクセル単位で表示されます。 

幅 グラフオブジェクトの幅です。 

高さ グラフオブジェクトの高さです。 

名前 グラフを判別するための名前です。 

背景色 グラフの背景色です。 

背景色の透明度 グラフの背景色の透明度です。 

キャプション グラフ上部に表示されるテキストです。照会定義を選択すると、定義名

が自動的に入力されます。 

値表示 グラフの近くに値を表示するかどうかです。 

X 軸表示 X 軸の値の表示の有無です。 

フォント色 グラフに表示される文字の色です。 

グラフ外のフォント色 グラフ外（キャプションなど）に表示される文字の色です。 

フォントサイズ グラフに表示される文字の大きさです。 

数値フォーマット グラフの数値のカンマ区切りの有無と、小数点以下の数値の表示数を

指定するかどうかです。 

K,M 表示 グラフで使用する値が大きい場合に、K(キロ),M(メガ)で丸めて表示を

するかどうかです。 

小数点以下 小数点以下の値の数です。 

目盛の小数点以下 目盛に表示する小数点以下の値の数です。 

凡例表示 凡例表示の有無です。 

左余白 グラフの左部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

右余白 グラフの右部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

上余白 グラフの上部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

下余白 グラフの下部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

Y 軸分割線 Y 軸の分割線の数です。 

配色 グラフの棒や線の色のセットです。 

基準値設定 基準値とする線を設定します。 

X 軸の名前 X 軸の名前です。X 軸に項目名を割り当てると、自動的に設定されます。 

前置文字列 グラフのデータに付ける接頭辞です。（￥など） 

後置文字列 グラフのデータに付ける接尾辞です。（%など） 

Y 軸の最大値 Y 軸の最大値です。 

Y 軸の最小値 Y 軸の最小値です。 

アニメーション表示 アニメーション表示の有無です。 

キャンバスの背景色 グラフキャンバスの背景色です。 

キャンバスの土台の厚さ グラフの土台部分の厚さです。 

キャンバス背景表示 キャンバス背景の表示の有無です。 

キャンバス土台表示 キャンバス土台の表示の有無です。 

奥行き グラフの奥行きです。 

 

 

キャンバス背景 

キャンバス土台 

凡例（系列）
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1-3 2D棒グラフ 

プロパティ一覧             

プロパティ名 説明 

X 座標 ｘ座標です。キャンバスの左上を原点(0)としてピクセル単位で表示されます。 

Y 座標 y座標です。キャンバスの左上を原点(0)としてピクセル単位で表示されます。 

幅 グラフオブジェクトの幅です。 

高さ グラフオブジェクトの高さです。 

名前 グラフを判別するための名前です。 

背景色 グラフの背景色です。 

背景色の透明度 グラフの背景色の透明度です。 

キャプション グラフ上部に表示されるテキストです。照会定義を選択すると、定義名

が自動的に入力されます。 

値表示 グラフの近くに値を表示するかどうかです。 

X 軸表示 X 軸の値の表示の有無です。 

フォント色 グラフに表示される文字の色です。 

グラフ外のフォント色 グラフ外（キャプションなど）に表示される文字の色です。 

フォントサイズ グラフに表示される文字の大きさです。 

数値フォーマット グラフの数値のカンマ区切りの有無と、小数点以下の数値の表示数を

指定するかどうかです。 

K,M 表示 グラフで使用する値が大きい場合に、K(キロ),M(メガ)で丸めて表示を

するかどうかです。 

小数点以下 小数点以下の値の数です。 

目盛の小数点以下 目盛に表示する小数点以下の値の数です。 

凡例表示 凡例表示の有無です。 

左余白 グラフの左部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

右余白 グラフの右部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

上余白 グラフの上部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

下余白 グラフの下部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

Y 軸分割線 Y 軸の分割線の数です。 

配色 グラフの棒や線の色のセットです。 

基準値設定 基準値とする線を設定します。 

X 軸の名前 X 軸の名前です。X 軸に項目名を割り当てると、自動的に設定されます。 

前置文字列 グラフのデータに付ける接頭辞です。（￥など） 

後置文字列 グラフのデータに付ける接尾辞です。（%など） 

Y 軸の最大値 Y 軸の最大値です。 

Y 軸の最小値 Y 軸の最小値です。 

アニメーション表示 アニメーション表示の有無です。 

キャンバスの背景色 グラフキャンバスの背景色です。 

スクロール表示 X 軸にスクロールバーを表示するかどうかです。 

スクロールなしの表示数 グラフの棒の数が、この設定値を超えるとスクロールバーを表示しま

す。 

スクロールバーの色 スクロールバーの色です。 

スクロールバーの高さ スクロールバーの高さです。 
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1-4 2D積上げグラフ 

プロパティ一覧           

プロパティ名 説明 

X 座標 ｘ座標です。キャンバスの左上を原点(0)としてピクセル単位で表示されます。 

Y 座標 ｙ座標です。キャンバスの左上を原点(0)としてピクセル単位で表示されます。 

幅 グラフオブジェクトの幅です。 

高さ グラフオブジェクトの高さです。 

名前 グラフを判別するための名前です。 

背景色 グラフの背景色です。 

背景色の透明度 グラフの背景色の透明度です。 

キャプション グラフ上部に表示されるテキストです。照会定義を選択すると、定義名

が自動的に入力されます。 

値表示 グラフの近くに値を表示するかどうかです。 

X 軸表示 X 軸の値の表示の有無です。 

フォント色 グラフに表示される文字の色です。 

グラフ外のフォント色 グラフ外（キャプションなど）に表示される文字の色です。 

フォントサイズ グラフに表示される文字の大きさです。 

数値フォーマット グラフの数値のカンマ区切りの有無と、小数点以下の数値の表示数を

指定するかどうかです。 

K,M 表示 グラフで使用する値が大きい場合に、K(キロ),M(メガ)で丸めて表示を

するかどうかです。 

小数点以下 小数点以下の値の数です。 

目盛の小数点以下 目盛に表示する小数点以下の値の数です。 

凡例表示 凡例表示の有無です。 

左余白 グラフの左部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

右余白 グラフの右部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

上余白 グラフの上部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

下余白 グラフの下部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

Y 軸分割線 Y 軸の分割線の数です。 

配色 グラフの棒や線の色の組み合わせのセットです。 

基準値設定 基準値とする線を設定します。 

X 軸の名前 X 軸の名前です。X 軸に項目名を割り当てると、自動的に設定されます。 

前置文字列 グラフのデータに付ける接頭辞です。（￥など） 

後置文字列 グラフのデータに付ける接尾辞です。（%など） 

Y 軸の最大値 Y 軸の最大値です。 

Y 軸の最小値 Y 軸の最小値です。 

(※V4.2 互換用です。V5 以降は設定しても反映されません) 

アニメーション表示 アニメーション表示の有無です。 

キャンバスの背景色 グラフキャンバスの背景色です。 

スクロール表示 X 軸にスクロールバーを表示するかどうかです。 

スクロールなしの表示数 グラフの棒の数が、この設定値を超えるとスクロールバーを表示しま

す。 

スクロールバーの色 スクロールバーの色です。 

スクロールバーの高さ スクロールバーの高さです。 
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1-5 2D横棒グラフ 

プロパティ一覧           

プロパティ名 説明 

X 座標 ｘ座標です。キャンバスの左上を原点(0)としてピクセル単位で表示されます。 

Y 座標 y座標です。キャンバスの左上を原点(0)としてピクセル単位で表示されます。 

幅 グラフオブジェクトの幅です。 

高さ グラフオブジェクトの高さです。 

名前 グラフを判別するための名前です。 

背景色 グラフの背景色です。 

背景色の透明度 グラフの背景色の透明度です。 

キャプション グラフ上部に表示されるテキストです。照会定義を選択すると、定義名

が自動的に入力されます。 

値表示 グラフの近くに値を表示するかどうかです。 

X 軸表示 X 軸の値の表示の有無です。 

フォント色 グラフに表示される文字の色です。 

グラフ外のフォント色 グラフ外（キャプションなど）に表示される文字の色です。 

フォントサイズ グラフに表示される文字の大きさです。 

数値フォーマット グラフの数値のカンマ区切りの有無と、小数点以下の数値の表示数を

指定するかどうかです。 

K,M 表示 グラフで使用する値が大きい場合に、K(キロ),M(メガ)で丸めて表示を

するかどうかです。 

小数点以下 小数点以下の値の数です。 

目盛の小数点以下 目盛に表示する小数点以下の値の数です。 

凡例表示 凡例表示の有無です。 

左余白 グラフの左部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

右余白 グラフの右部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

上余白 グラフの上部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

下余白 グラフの下部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

Y 軸分割線 Y 軸の分割線の数です。 

配色 グラフの棒や線の色のセットです。 

基準値設定 基準値とする線を設定します。 

前置文字列 グラフのデータに付ける接頭辞です。（￥など） 

後置文字列 グラフのデータに付ける接尾辞です。（%など） 

Y 軸の最大値 Y 軸の最大値です。 

Y 軸の最小値 Y 軸の最小値です。 

アニメーション表示 アニメーション表示の有無です。 

キャンバスの背景色 グラフキャンバスの背景色です。 
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1-6 2D横棒積上げグラフ 

プロパティ一覧           

プロパティ名 説明 

X 座標 ｘ座標です。キャンバスの左上を原点(0)としてピクセル単位で表示されます。 

Y 座標 y座標です。キャンバスの左上を原点(0)としてピクセル単位で表示されます。 

幅 グラフオブジェクトの幅です。 

高さ グラフオブジェクトの高さです。 

名前 グラフを判別するための名前です。 

背景色 グラフの背景色です。 

背景色の透明度 グラフの背景色の透明度です。 

キャプション グラフ上部に表示されるテキストです。照会定義を選択すると、定義名

が自動的に入力されます。 

値表示 グラフの近くに値を表示するかどうかです。 

X 軸表示 X 軸の値の表示の有無です。 

フォント色 グラフに表示される文字の色です。 

グラフ外のフォント色 グラフ外（キャプションなど）に表示される文字の色です。 

フォントサイズ グラフに表示される文字の大きさです。 

数値フォーマット グラフの数値のカンマ区切りの有無と、小数点以下の数値の表示数を

指定するかどうかです。 

K,M 表示 グラフで使用する値が大きい場合に、K(キロ),M(メガ)で丸めて表示を

するかどうかです。 

小数点以下 小数点以下の値の数です。 

目盛の小数点以下 目盛に表示する小数点以下の値の数です。 

凡例表示 凡例表示の有無です。 

左余白 グラフの左部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

右余白 グラフの右部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

上余白 グラフの上部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

下余白 グラフの下部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

Y 軸分割線 Y 軸の分割線の数です。 

配色 グラフの棒や線の色のセットです。 

基準値設定 基準値とする線を設定します。 

前置文字列 グラフのデータに付ける接頭辞です。（￥など） 

後置文字列 グラフのデータに付ける接尾辞です。（%など） 

Y 軸の最大値 Y 軸の最大値です。 

Y 軸の最小値 Y 軸の最小値です。 

(※V4.2 互換用です。V5 以降は設定しても反映されません) 

アニメーション表示 アニメーション表示の有無です。 

キャンバスの背景色 グラフキャンバスの背景色です。 
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1-7 折れ線グラフ 

プロパティ一覧           

プロパティ名 説明 

X 座標 ｘ座標です。キャンバスの左上を原点(0)としてピクセル単位で表示されます。 

Y 座標 y座標です。キャンバスの左上を原点(0)としてピクセル単位で表示されます。 

幅 グラフオブジェクトの幅です。 

高さ グラフオブジェクトの高さです。 

名前 グラフを判別するための名前です。 

背景色 グラフの背景色です。 

背景色の透明度 グラフの背景色の透明度です。 

キャプション グラフ上部に表示されるテキストです。照会定義を選択すると、定義名

が自動的に入力されます。 

値表示 グラフの近くに値を表示するかどうかです。 

X 軸表示 X 軸の値の表示の有無です。 

フォント色 グラフに表示される文字の色です。 

グラフ外のフォント色 グラフ外（キャプションなど）に表示される文字の色です。 

フォントサイズ グラフに表示される文字の大きさです。 

数値フォーマット グラフの数値のカンマ区切りの有無と、小数点以下の数値の表示数を

指定するかどうかです。 

K,M 表示 グラフで使用する値が大きい場合に、K(キロ),M(メガ)で丸めて表示を

するかどうかです。 

小数点以下 小数点以下の値の数です。 

目盛の小数点以下 目盛に表示する小数点以下の値の数です。 

凡例表示 凡例表示の有無です。 

左余白 グラフの左部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

右余白 グラフの右部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

上余白 グラフの上部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

下余白 グラフの下部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

Y 軸分割線 Y 軸の分割線の数です。 

配色 グラフのアンカーマークや線の色のセットです。 

基準値設定 基準値とする線を設定します。 

X 軸の名前 X 軸の名前です。X 軸に項目名を割り当てると、自動的に設定されます。 

前置文字列 グラフのデータに付ける接頭辞です。（￥など） 

後置文字列 グラフのデータに付ける接尾辞です。（%など） 

Y 軸の最大値 Y 軸の最大値です。 

Y 軸の最小値 Y 軸の最小値です。 

アニメーション表示 アニメーション表示の有無です。 

キャンバスの背景色 グラフキャンバスの背景色です。 

線の太さ グラフに使用される折れ線の線の太さです。 

アンカーマーク表示 値部分に表示されるアンカーマークの有無です。「なし」の場合、本製

品の実行画面でのチップも表示されません。 

アンカーマークの角の数 アンカーマークの角の数です。形を設定できます。3 ならば△、4 ならば

□の表示になります。 

X 軸分割線 X 軸の分割線の数です。 

スクロール表示 X 軸にスクロールバーを表示するかどうかです。 

スクロールなしの表示数 X 軸のデータ数が、この設定値を超えるとスクロールバーを表示しま

す。 

スクロールバーの色 スクロールバーの色です。 

スクロールバーの高さ スクロールバーの高さです。 
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1-8 2Dエリアグラフ 

プロパティ一覧           

プロパティ名 説明 

X 座標 ｘ座標です。キャンバスの左上を原点(0)としてピクセル単位で表示されます。 

Y 座標 y座標です。キャンバスの左上を原点(0)としてピクセル単位で表示されます。 

幅 グラフオブジェクトの幅です。 

高さ グラフオブジェクトの高さです。 

名前 グラフを判別するための名前です。 

背景色 グラフの背景色です。 

背景色の透明度 グラフの背景色の透明度です。 

キャプション グラフ上部に表示されるテキストです。照会定義を選択すると、定義名

が自動的に入力されます。 

値表示 グラフの近くに値を表示するかどうかです。 

X 軸表示 X 軸の値の表示の有無です。 

フォント色 グラフに表示される文字の色です。 

グラフ外のフォント色 グラフ外（キャプションなど）に表示される文字の色です。 

フォントサイズ グラフに表示される文字の大きさです。 

数値フォーマット グラフの数値のカンマ区切りの有無と、小数点以下の数値の表示数を

指定するかどうかです。 

K,M 表示 グラフで使用する値が大きい場合に、K(キロ),M(メガ)で丸めて表示を

するかどうかです。 

小数点以下 小数点以下の値の数です。 

目盛の小数点以下 目盛に表示する小数点以下の値の数です。 

凡例表示 凡例表示の有無です。 

左余白 グラフの左部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

右余白 グラフの右部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

上余白 グラフの上部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

下余白 グラフの下部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

Y 軸分割線 Y 軸の分割線の数です。 

配色 グラフのエリアや線の色のセットです。 

基準値設定 基準値とする線を設定します。 

X 軸の名前 X 軸の名前です。X 軸に項目名を割り当てると、自動的に設定されます。 

前置文字列 グラフのデータに付ける接頭辞です。（￥など） 

後置文字列 グラフのデータに付ける接尾辞です。（%など） 

Y 軸の最大値 Y 軸の最大値です。 

Y 軸の最小値 Y 軸の最小値です。 

アニメーション表示 アニメーション表示の有無です。 

キャンバスの背景色 グラフキャンバスの背景色です。 

線表示 グラフのエリアの上に線を表示するかどうかです。 

線表示の太さ エリアの上に表示する線の太さです。 

線の色 エリアの上に表示する線の色です。 

エリア色の透明度 エリアの色の透明度です。 

X 軸分割線 X 軸の分割線の数です。 

スクロール表示 X 軸にスクロールバーを表示するかどうかです。 

スクロールなしの表示数 X 軸のデータ数が、この設定値を超えるとスクロールバーを表示しま

す。 

スクロールバーの色 スクロールバーの色です。 

スクロールバーの高さ スクロールバーの高さです。 
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1-9 レーダーチャート 

プロパティ一覧           

プロパティ名 説明 

X 座標 ｘ座標です。キャンバスの左上を原点(0)としてピクセル単位で表示されます。 

Y 座標 y座標です。キャンバスの左上を原点(0)としてピクセル単位で表示されます。 

幅 グラフオブジェクトの幅です。 

高さ グラフオブジェクトの高さです。 

名前 グラフを判別するための名前です。 

背景色 グラフの背景色です。 

背景色の透明度 グラフの背景色の透明度です。 

キャプション グラフ上部に表示されるテキストです。照会定義を選択すると、定義名

が自動的に入力されます。 

値表示 グラフの近くに値を表示するかどうかです。 

X 軸表示 X 軸の値の表示の有無です。 

フォント色 グラフに表示される文字の色です。 

グラフ外のフォント色 グラフ外（キャプションなど）に表示される文字の色です。 

フォントサイズ グラフに表示される文字の大きさです。 

数値フォーマット グラフの数値のカンマ区切りの有無と、小数点以下の数値の表示数を

指定するかどうかです。 

K,M 表示 グラフで使用する値が大きい場合に、K(キロ),M(メガ)で丸めて表示を

するかどうかです。 

小数点以下 小数点以下の値の数です。 

目盛の小数点以下 目盛に表示する小数点以下の値の数です。 

凡例表示 凡例表示の有無です。 

左余白 グラフの左部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

右余白 グラフの右部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

上余白 グラフの上部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

下余白 グラフの下部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

Y 軸分割線 Y 軸の分割線の数です。 

配色 グラフのアンカーマークや線の色のセットです。 

前置文字列 グラフのデータに付ける接頭辞です。（￥など） 

後置文字列 グラフのデータに付ける接尾辞です。（%など） 

キャンバスの背景色 グラフキャンバスの背景色です。 

レーダーの半径 レーダーの半径です。 

Y 軸の最大値 Y 軸の最大値です。 

Y 軸の最小値 Y 軸の最小値です。 

線の太さ グラフに使用される折れ線の線の太さです。 

アンカーマーク表示 値部分に表示されるアンカーマークの有無です。「なし」の場合、本製

品の実行画面でのチップも表示されません。 

アンカーマークの角の数 アンカーマークの角の数です。形を設定できます。3 ならば△、4 ならば

□の表示になります。 
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1-10 散布図 

プロパティ一覧           

プロパティ名 説明 

X 座標 ｘ座標です。キャンバスの左上を原点(0)としてピクセル単位で表示されます。 

Y 座標 y座標です。キャンバスの左上を原点(0)としてピクセル単位で表示されます。 

幅 グラフオブジェクトの幅です。 

高さ グラフオブジェクトの高さです。 

名前 グラフを判別するための名前です。 

背景色 グラフの背景色です。 

背景色の透明度 グラフの背景色の透明度です。 

キャプション グラフ上部に表示されるテキストです。照会定義を選択すると、定義名

が自動的に入力されます。 

値表示 グラフの近くに値を表示するかどうかです。 

X 軸表示 X 軸の値の表示の有無です。 

フォント色 グラフに表示される文字の色です。 

グラフ外のフォント色 グラフ外（キャプションなど）に表示される文字の色です。 

フォントサイズ グラフに表示される文字の大きさです。 

数値フォーマット グラフの数値のカンマ区切りの有無と、小数点以下の数値の表示数を

指定するかどうかです。 

K,M 表示 グラフで使用する値が大きい場合に、K(キロ),M(メガ)で丸めて表示を

するかどうかです。 

小数点以下 小数点以下の値の数です。 

目盛の小数点以下 目盛に表示する小数点以下の値の数です。 

凡例表示 凡例表示の有無です。 

左余白 グラフの左部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

右余白 グラフの右部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

上余白 グラフの上部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

下余白 グラフの下部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

Y 軸分割線 Y 軸の分割線の数です。 

配色 グラフのアンカーマークの色のセットです。 

X 軸基準値設定 X 軸の基準値とする線を設定します。 

Y 軸基準値設定 Y 軸の基準値とする線を設定します。 

X 軸の名前 X 軸の名前です。X 軸に項目名を割り当てると、自動的に設定されます。 

前置文字列 グラフのデータに付ける接頭辞です。（￥など） 

後置文字列 グラフのデータに付ける接尾辞です。（%など） 

X 軸の最大値 X 軸の最大値です。 

X 軸の最小値 X 軸の最小値です。 

Y 軸の最大値 Y 軸の最大値です。 

Y 軸の最小値 Y 軸の最小値です。 

X 軸分割線 X 軸の分割線の数です。 

キャンバスの背景色 グラフキャンバスの背景色です。 

関連線の透明度 アンカーマークをつなぐ線の透明度です。 

アンカーマークの角の数 アンカーマークの角の数です。形を設定できます。3 ならば△、4 ならば

□の表示になります。 
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1-11 バブルチャート 

プロパティ一覧           

プロパティ名 説明 

X 座標 ｘ座標です。キャンバスの左上を原点(0)としてピクセル単位で表示されます。 

Y 座標 y座標です。キャンバスの左上を原点(0)としてピクセル単位で表示されます。 

幅 グラフオブジェクトの幅です。 

高さ グラフオブジェクトの高さです。 

名前 グラフを判別するための名前です。 

背景色 グラフの背景色です。 

背景色の透明度 グラフの背景色の透明度です。 

キャプション グラフ上部に表示されるテキストです。照会定義を選択すると、定義名

が自動的に入力されます。 

値表示 グラフの近くに値を表示するかどうかです。 

X 軸表示 X 軸の値の表示の有無です。 

フォント色 グラフに表示される文字の色です。 

グラフ外のフォント色 グラフ外（キャプションなど）に表示される文字の色です。 

フォントサイズ グラフに表示される文字の大きさです。 

数値フォーマット グラフの数値のカンマ区切りの有無と、小数点以下の数値の表示数を

指定するかどうかです。 

K,M 表示 グラフで使用する値が大きい場合に、K(キロ),M(メガ)で丸めて表示を

するかどうかです。 

小数点以下 小数点以下の値の数です。 

目盛の小数点以下 目盛に表示する小数点以下の値の数です。 

凡例表示 凡例表示の有無です。 

左余白 グラフの左部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

右余白 グラフの右部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

上余白 グラフの上部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

下余白 グラフの下部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

Y 軸分割線 Y 軸の分割線の数です。 

配色 グラフのバブルの色のセットです。 

X 軸基準値設定 X 軸の基準値とする線を設定します。 

Y 軸基準値設定 Y 軸の基準値とする線を設定します。 

X 軸の名前 X 軸の名前です。X 軸に項目名を割り当てると、自動的に設定されます。 

前置文字列 グラフのデータに付ける接頭辞です。（￥など） 

後置文字列 グラフのデータに付ける接尾辞です。（%など） 

X 軸の最大値 X 軸の最大値です。 

X 軸の最小値 X 軸の最小値です。 

Y 軸の最大値 Y 軸の最大値です。 

Y 軸の最小値 Y 軸の最小値です。 

X 軸分割線 X 軸の分割線の数です。 

キャンバスの背景色 グラフキャンバスの背景色です。 

アニメーション表示 アニメーション表示の有無です。 

3D 表現 バブルを 3D で表現するかどうかです。 

バブルサイズ補正 バブルのサイズの補正値です。 

バブルボーダー透明度 バブルの周囲の境界線の透明度です。 

バブルボーダー色 バブルの周囲の境界線の色です。 
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1-12 棒・線グラフ 

プロパティ一覧           

プロパティ名 説明 

X 座標 ｘ座標です。キャンバスの左上を原点(0)としてピクセル単位で表示されます。 

Y 座標 y座標です。キャンバスの左上を原点(0)としてピクセル単位で表示されます。 

幅 グラフオブジェクトの幅です。 

高さ グラフオブジェクトの高さです。 

名前 グラフを判別するための名前です。 

背景色 グラフの背景色です。 

背景色の透明度 グラフの背景色の透明度です。 

キャプション グラフ上部に表示されるテキストです。照会定義を選択すると、定義名

が自動的に入力されます。 

値表示 グラフの近くに値を表示するかどうかです。 

X 軸表示 X 軸の値の表示の有無です。 

フォント色 グラフに表示される文字の色です。 

グラフ外のフォント色 グラフ外（キャプションなど）に表示される文字の色です。 

フォントサイズ グラフに表示される文字の大きさです。 

数値フォーマット グラフの数値のカンマ区切りの有無と、小数点以下の数値の表示数を

指定するかどうかです。 

K,M 表示 グラフで使用する値が大きい場合に、K(キロ),M(メガ)で丸めて表示を

するかどうかです。 

小数点以下 小数点以下の値の数です。 

目盛の小数点以下 目盛に表示する小数点以下の値の数です。 

凡例表示 凡例表示の有無です。 

左余白 グラフの左部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

右余白 グラフの右部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

上余白 グラフの上部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

下余白 グラフの下部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

Y 軸分割線 Y 軸の分割線の数です。 

配色 グラフのバブルの色のセットです。 

X 軸の名前 X 軸の名前です。X 軸に項目名を割り当てると、自動的に設定されます。 

第一 Y 軸の前置文字列 第一 Y 軸のデータに付ける接頭辞です。（￥など） 

第一 Y 軸の後置文字列 第一 Y 軸のデータに付ける接尾辞です。（%など） 

第二 Y 軸の前置文字列 第二 Y 軸のデータに付ける接頭辞です。（￥など） 

第二 Y 軸の後置文字列 第二 Y 軸のデータに付ける接尾辞です。（%など） 

第一 Y 軸の最大値 第一 Y 軸の最大値です。 

第一 Y 軸の最小値 第一 Y 軸の最小値です。 

第二 Y 軸の最大値 第二 Y 軸の最大値です。 

第二 Y 軸の最小値 第二 Y 軸の最小値です。 

アニメーション表示 アニメーション表示の有無です。 

キャンバスの背景色 グラフキャンバスの背景色です。 

線の太さ グラフに使用される折れ線の線の太さです。 

アンカーマーク表示 値部分に表示されるアンカーマークの有無です。「なし」の場合、本製

品の実行画面でのチップも表示されません。 

アンカーマークの角の数 アンカーマークの角の数です。形を設定できます。3 ならば△、4 ならば

□の表示になります。 

スクロール表示 X 軸にスクロールバーを表示するかどうかです。 

スクロールなしの表示数 グラフの棒の数が、この設定値を超えるとスクロールバーを表示しま

す。 

スクロールバーの色 スクロールバーの色です。 

スクロールバーの高さ スクロールバーの高さです。 
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1-13 積上げ・線グラフ 

プロパティ一覧           

プロパティ名 説明 

X 座標 ｘ座標です。キャンバスの左上を原点(0)としてピクセル単位で表示されます。 

Y 座標 y座標です。キャンバスの左上を原点(0)としてピクセル単位で表示されます。 

幅 グラフオブジェクトの幅です。 

高さ グラフオブジェクトの高さです。 

名前 グラフを判別するための名前です。 

背景色 グラフの背景色です。 

背景色の透明度 グラフの背景色の透明度です。 

キャプション グラフ上部に表示されるテキストです。照会定義を選択すると、定義名

が自動的に入力されます。 

値表示 グラフの近くに値を表示するかどうかです。 

X 軸表示 X 軸の値の表示の有無です。 

フォント色 グラフに表示される文字の色です。 

グラフ外のフォント色 グラフ外（キャプションなど）に表示される文字の色です。 

フォントサイズ グラフに表示される文字の大きさです。 

数値フォーマット グラフの数値のカンマ区切りの有無と、小数点以下の数値の表示数を

指定するかどうかです。 

K,M 表示 グラフで使用する値が大きい場合に、K(キロ),M(メガ)で丸めて表示を

するかどうかです。 

小数点以下 小数点以下の値の数です。 

目盛の小数点以下 目盛に表示する小数点以下の値の数です。 

凡例表示 凡例表示の有無です。 

左余白 グラフの左部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

右余白 グラフの右部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

上余白 グラフの上部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

下余白 グラフの下部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

Y 軸分割線 Y 軸の分割線の数です。 

配色 グラフのバブルの色のセットです。 

X 軸の名前 X 軸の名前です。X 軸に項目名を割り当てると、自動的に設定されます。 

第一 Y 軸の前置文字列 第一 Y 軸のデータに付ける接頭辞です。（￥など） 

第一 Y 軸の後置文字列 第一 Y 軸のデータに付ける接尾辞です。（%など） 

第二 Y 軸の前置文字列 第二 Y 軸のデータに付ける接頭辞です。（￥など） 

第二 Y 軸の後置文字列 第二 Y 軸のデータに付ける接尾辞です。（%など） 

第一 Y 軸の最大値 第一 Y 軸の最大値です。 

第一 Y 軸の最小値 第一 Y 軸の最小値です。 

(※V4.2 互換用です。V5 以降は設定しても反映されません) 

第二 Y 軸の最大値 第二 Y 軸の最大値です。 

第二 Y 軸の最小値 第二 Y 軸の最小値です。 

アニメーション表示 アニメーション表示の有無です。 

キャンバスの背景色 グラフキャンバスの背景色です。 

線の太さ グラフに使用される折れ線の線の太さです。 

アンカーマーク表示 値部分に表示されるアンカーマークの有無です。「なし」の場合、本製

品の実行画面でのチップも表示されません。 

アンカーマークの角の数 アンカーマークの角の数です。形を設定できます。3 ならば△、4 ならば

□の表示になります。 
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1-14 3D棒・線グラフ 

プロパティ一覧 

プロパティ名 説明 

X 座標 ｘ座標です。キャンバスの左上を原点(0)としてピクセル単位で表示されます。 

Y 座標 y座標です。キャンバスの左上を原点(0)としてピクセル単位で表示されます。 

幅 グラフオブジェクトの幅です。 

高さ グラフオブジェクトの高さです。 

名前 グラフを判別するための名前です。 

背景色 グラフの背景色です。 

背景色の透明度 グラフの背景色の透明度です。 

キャプション グラフ上部に表示されるテキストです。照会定義を選択すると、定義名

が自動的に入力されます。 

値表示 グラフの近くに値を表示するかどうかです。 

X 軸表示 X 軸の値の表示の有無です。 

フォント色 グラフに表示される文字の色です。 

グラフ外のフォント色 グラフ外（キャプションなど）に表示される文字の色です。 

フォントサイズ グラフに表示される文字の大きさです。 

数値フォーマット グラフの数値のカンマ区切りの有無と、小数点以下の数値の表示数を

指定するかどうかです。 

K,M 表示 グラフで使用する値が大きい場合に、K(キロ),M(メガ)で丸めて表示を

するかどうかです。 

小数点以下 小数点以下の値の数です。 

目盛の小数点以下 目盛に表示する小数点以下の値の数です。 

凡例表示 凡例表示の有無です。 

左余白 グラフの左部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

右余白 グラフの右部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

上余白 グラフの上部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

下余白 グラフの下部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

Y 軸分割線 Y 軸の分割線の数です。 

配色 グラフのバブルの色のセットです。 

X 軸の名前 X 軸の名前です。X 軸に項目名を割り当てると、自動的に設定されます。 

前置文字列 グラフのデータに付ける接頭辞です。（￥など） 

後置文字列 グラフのデータに付ける接尾辞です。（%など） 

Y 軸の最大値 Y 軸の最大値です。 

Y 軸の最小値 Y 軸の最小値です。 

アニメーション表示 アニメーション表示の有無です。 

線の太さ グラフに使用される折れ線の線の太さです。 

アンカーマーク表示 値部分に表示されるアンカーマークの有無です。「なし」の場合、本製

品の実行画面でのチップも表示されません。 

アンカーマークの角の数 アンカーマークの角の数です。形を設定できます。3 ならば△、4 ならば

□の表示になります。 

キャンバスの背景色 グラフキャンバスの背景色です。 

キャンバスの土台の厚さ グラフの土台部分の厚さです。 

キャンバス背景表示 キャンバス背景の表示の有無です。 

キャンバス土台表示 キャンバス土台の表示の有無です。 

奥行き グラフの奥行きです。 

 



付録 リファレンス 

 

 176

1-15 ゲージ 

プロパティ一覧 

プロパティ名 説明 

X 座標 ｘ座標です。ページの左上を原点(0)としてピクセル単位で表されます。 

Y 座標 y座標です。ページの左上を原点(0)としてピクセル単位で表されます。 

幅 グラフオブジェクトの幅です。 

高さ グラフオブジェクトの高さです。 

名前 グラフを判別するための名前です。 

背景色 グラフの背景です。 

背景色の透明度 グラフの背景色の透明度です。 

数値フォーマット グラフの数値のカンマ区切りの有無と、小数点以下の数値の表示数

を指定するかどうかです。 

K,M 表示 グラフで使用する値が大きい場合に、K(キロ),M(メガ)で丸めて表示を

するかどうかです。 

小数点以下 小数点以下の値の数です。 

フォントサイズ グラフに表示される文字の大きさです。 

前置文字列 グラフのデータに付ける接頭辞です。（￥など） 

後置文字列 グラフのデータに付ける接尾辞です。（%など） 

キャプション グラフ上部に表示されるテキストです。照会定義を選択すると、定義

名が自動的に入力されます。 

フォント色 グラフに表示される文字の色です。 

ゲージ外のフォント色 ゲージの外（キャプションなど）に表示される文字の色です。 

最小限界値 ゲージの最小値です。 

範囲 1 の色 最小限界値と境界 1 の値の間の色です 

境界 1 の値 1 つ目の閾値の数値です。 

範囲 2 の色 境界 1 の値と境界 2 の値の間の色です。 

境界 2 の値 2 つ目の閾値の数値です。 

範囲 3 の色 境界 2 の値と最大限界値の間の色です。 

最大限界値 ゲージの最大値です。 

アニメーション表示 アニメーション表示の有無です。 

大目盛の数 大きい目盛の数です。 

小目盛の数 大きい目盛の中に表示される小さい目盛の数です。 

目盛の小数点以下 目盛に表示する小数点以下の値の数を指定します。 

ゲージの幅 ゲージの幅です。ピクセル単位で表されます。 

ゲージ内数値表示 ゲージの内側または外側の数値の表示です。 

※ゲージのプロパティは、スピードメーターと同じです。 

• 赤字は必須プロパティです。必ず設定してください。 

 

 

大目盛 

小目盛 
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1-16 スピードメーター 

プロパティ一覧 

プロパティ名 説明 

X 座標 ｘ座標です。ページの左上を原点(0)としてピクセル単位で表されます。 

Y 座標 y座標です。ページの左上を原点(0)としてピクセル単位で表されます。 

幅 グラフオブジェクトの幅です。 

高さ グラフオブジェクトの高さです。 

名前 グラフを判別するための名前です。 

背景色 グラフの背景です。 

背景色の透明度 グラフの背景色の透明度です。 

数値フォーマット グラフの数値のカンマ区切りの有無と、小数点以下の数値の表示数

を指定するかどうかです。 

K,M 表示 グラフで使用する値が大きい場合に、K(キロ),M(メガ)で丸めて表示を

するかどうかです。 

小数点以下 小数点以下の値の数です。 

フォントサイズ グラフに表示される文字の大きさです。 

前置文字列 グラフのデータに付ける接頭辞です。（￥など） 

後置文字列 グラフのデータに付ける接尾辞です。（%など） 

キャプション グラフ上部に表示されるテキストです。照会定義を選択すると、定義

名が自動的に入力されます。 

フォント色 グラフに表示される文字の色です。 

ゲージ外のフォント色 ゲージの外（キャプションなど）に表示される文字の色です。 

最小限界値 ゲージの最小値です。 

範囲 1 の色 最小限界値と境界 1 の値の間の色です 

境界 1 の値 1 つ目の閾値の数値です。 

範囲 2 の色 境界 1 の値と境界 2 の値の間の色です。 

境界 2 の値 2 つ目の閾値の数値です。 

範囲 3 の色 境界 2 の値と最大限界値の間の色です。 

最大限界値 ゲージの最大値です。 

アニメーション表示 アニメーション表示の有無です。 

大目盛の数 大きい目盛の数です。 

小目盛の数 大きい目盛の中に表示される小さい目盛の数です。 

目盛の小数点以下 目盛に表示する小数点以下の値の数を指定します。 

ゲージの幅 ゲージの幅です。ピクセル単位で表されます。 

ゲージ内数値表示 ゲージの内側または外側の数値の表示です。 

※スピードメーターのプロパティは、ゲージと同じです。 

• 赤字は必須プロパティです。必ず設定してください。 
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1-17 線ゲージ 

プロパティ一覧 

プロパティ名 説明 

X 座標 ｘ座標です。ページの左上を原点(0)としてピクセル単位で表されます。 

Y 座標 y 座標です。ページの左上を原点(0)としてピクセル単位で表されます。 

幅 グラフオブジェクトの幅です。 

高さ グラフオブジェクトの高さです。 

名前 グラフを判別するための名前です。 

背景色 グラフの背景です。 

背景色の透明度 グラフの背景色の透明度です。 

数値フォーマット グラフの数値のカンマ区切りの有無と、小数点以下の数値の表示数を指定

するかどうかです。 

K,M 表示 グラフで使用する値が大きい場合に、K(キロ),M(メガ)で丸めて表示をするか

どうかです。 

小数点以下 小数点以下の値の数です。 

フォントサイズ グラフに表示される文字の大きさです。 

前置文字列 グラフのデータに付ける接頭辞です。（￥など） 

後置文字列 グラフのデータに付ける接尾辞です。（%など） 

フォント色 グラフに表示される文字の色です。 

最小限界値 ゲージの最小値です。 

範囲 1 の色 最小限界値と境界 1 の値の間の色です。 

範囲 1 の名前 最小限界値と境界 1 の値の間の名前です。設定した名前で表示されます。 

境界 1 の値 1 つ目の閾値の数値です。 

範囲 2 の色 境界 1 の値と境界 2 の値の間の色です。 

範囲 2 の名前 境界 1 の値と境界 2 の値の間の名前です。設定した名前で表示されます。 

境界 2 の値 2 つ目の閾値の数値です。 

範囲 3 の色 境界 2 の値と最大限界値の間の色です。 

範囲 3 の名前 境界 2 の値と最大限界値の値の間の名前です。設定した名前で表示されます。 

最大限界値 ゲージの最大値です。 

範囲の名前の表示 範囲の名前の表示の有無です。 

左余白 グラフの左部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

右余白 グラフの右部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

上余白 グラフの上部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

下余白 グラフの下部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

下限に表示する文字 最小限界値の数値の代わりに表示するテキストです。 

上限に表示する文字 最大限界値の数値の代わりに表示するテキストです。 

目盛 目盛の表示の有無です。 

大目盛の数 大きい目盛の数です。 

大目盛の長さ 大きい目盛の長さです。ピクセル単位で表されます。 

小目盛の数 大きい目盛の中に表示される小さい目盛の数です。 

小目盛の長さ 小さい目盛の長さです。ピクセル単位で表されます。 

大目盛の値表示 大目盛に対する数値の表示の有無です。 

限界値表示 最大限界値と最小限界値の表示の有無です。 

目盛の小数点以下 目盛に表示する小数点以下の値の数を指定します。 

目盛の色 目盛線の色です。 

ゲージボーダー ゲージの周りの境界線の表示の有無です。 

ボーダーの色 ゲージの周りの境界線の色です。 

ボーダーの太さ ゲージの周りの境界線の太さです。 

ポインターの大きさ グラフ上部に表示されるポインターのサイズです。 

ポインターの色 グラフ上部に表示されるポインターの色です。 

• 線ゲージに「キャプション」はありません。 

コンポーネントの「ラベル」で代用してください。 

• 赤字は必須プロパティです。必ず設定してください。 
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1-18 球体 

プロパティ一覧 

プロパティ名 説明 

X 座標 ｘ座標です。ページの左上を原点(0)としてピクセル単位で表されます。 

Y 座標 y座標です。ページの左上を原点(0)としてピクセル単位で表されます。 

幅 グラフオブジェクトの幅です。 

高さ グラフオブジェクトの高さです。 

名前 グラフを判別するための名前です。 

背景色 グラフの背景です。 

背景色の透明度 グラフの背景色の透明度です。 

数値フォーマット グラフの数値のカンマ区切りの有無と、小数点以下の数値の表示数

を指定するかどうかです。 

K,M 表示 グラフで使用する値が大きい場合に、K(キロ),M(メガ)で丸めて表示を

するかどうかです。 

小数点以下 小数点以下の値の数です。 

フォントサイズ グラフに表示される文字の大きさです。 

前置文字列 グラフのデータに付ける接頭辞です。（￥など） 

後置文字列 グラフのデータに付ける接尾辞です。（%など） 

フォント色 グラフに表示される文字の色です。 

最小限界値 ゲージの最小値です。 

範囲 1 の色 最小限界値と境界 1 の値の間の色です 

境界 1 の値 1 つ目の閾値の数値です。 

範囲 2 の色 境界 1 の値と境界 2 の値の間の色です。 

境界 2 の値 2 つ目の閾値の数値です。 

範囲 3 の色 境界 2 の値と最大限界値の間の色です。 

最大限界値 ゲージの最大値です。 

左余白 グラフの左部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

右余白 グラフの右部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

上余白 グラフの上部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

下余白 グラフの下部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

球体ボーダー 球体の周囲に境界線を表示するかどうかです。 

ボーダーの色 球体の周囲の境界線の色です。 

ボーダーの太さ 球体の周囲の境界線の太さです。 

3D 表示 3D で表現するかどうかです。 

球体の半径 球体の半径の大きさです。 

• 球体に「キャプション」はありません。コンポーネントの「ラベル」で代用してください。 

• 赤字は必須プロパティです。必ず設定してください。 
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1-19 温度計 

プロパティ一覧 

プロパティ名 説明 

X 座標 ｘ座標です。ページの左上を原点(0)としてピクセル単位で表されます。 

Y 座標 y 座標です。ページの左上を原点(0)としてピクセル単位で表されます。 

幅 グラフオブジェクトの幅です。 

高さ グラフオブジェクトの高さです。 

名前 グラフを判別するための名前です。 

背景色 グラフの背景です。 

背景色の透明度 グラフの背景色の透明度です。 

数値フォーマット グラフの数値のカンマ区切りの有無と、小数点以下の数値の表示数を指定

するかどうかです。 

K,M 表示 グラフで使用する値が大きい場合に、K(キロ),M(メガ)で丸めて表示をするか

どうかです。 

小数点以下 小数点以下の値の数です。 

フォントサイズ グラフに表示される文字の大きさです。 

前置文字列 グラフのデータに付ける接頭辞です。（￥など） 

後置文字列 グラフのデータに付ける接尾辞です。（%など） 

フォント色 グラフに表示される文字の色です。 

最小限界値 温度計の最小値です。 

最大限界値 温度計の最大値です。 

左余白 グラフの左部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

右余白 グラフの右部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

上余白 グラフの上部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

下余白 グラフの下部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

下限に表示する文字 最小限界値の数値の代わりに表示するテキストです。 

上限に表示する文字 最大限界値の数値の代わりに表示するテキストです。 

アニメーション表示 アニメーション表示の有無です。 

目盛 目盛の表示の有無です。 

大目盛の数 大きい目盛の数です。 

大目盛の長さ 大きい目盛の長さです。ピクセル単位で表されます。 

小目盛の数 大きい目盛の中に表示される小さい目盛の数です。 

小目盛の長さ 小さい目盛の長さです。ピクセル単位で表されます。 

大目盛の値表示 大目盛に対する数値の表示の有無です。 

限界値表示 最大限界値と最小限界値の表示の有無です。 

目盛の小数点以下 目盛に表示する小数点以下の値の数を指定します。 

目盛の色 目盛線の色です。 

ゲージボーダー ゲージの周りの境界線の表示の有無です。 

ボーダーの色 ゲージの周りの境界線の色です。 

ボーダーの太さ ゲージの周りの境界線の太さです。 

塗りつぶし色 ゲージの塗りつぶしの色です。 

丸い部分半径 温度計の下の丸い部分の半径です。 

温度計の高さ 温度計の高さです。 

 

• 温度計に「キャプション」はありません。コンポーネントの「ラベル」で代用してください。 
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1-20 LED（縦） 

プロパティ一覧 

プロパティ名 説明 

X 座標 ｘ座標です。ページの左上を原点(0)としてピクセル単位で表されます。 

Y 座標 y 座標です。ページの左上を原点(0)としてピクセル単位で表されます。 

幅 グラフオブジェクトの幅です。 

高さ グラフオブジェクトの高さです。 

名前 グラフを判別するための名前です。 

背景色 グラフの背景です。 

背景色の透明度 グラフの背景色の透明度です。 

数値フォーマット グラフの数値のカンマ区切りの有無と、小数点以下の数値の表示数を指定

するかどうかです。 

K,M 表示 グラフで使用する値が大きい場合に、K(キロ),M(メガ)で丸めて表示をするか

どうかです。 

小数点以下 小数点以下の値の数です。 

フォントサイズ グラフに表示される文字の大きさです。 

前置文字列 グラフのデータに付ける接頭辞です。（￥など） 

後置文字列 グラフのデータに付ける接尾辞です。（%など） 

フォント色 グラフに表示される文字の色です。 

最小限界値 ゲージの最小値です。 

範囲 1 の色 最小限界値と境界 1 の値の間の色です。 

境界 1 の値 1 つ目の閾値の数値です。 

範囲 2 の色 境界 1 の値と境界 2 の値の間の色です。 

境界 2 の値 2 つ目の閾値の数値です。 

範囲 3 の色 境界 2 の値と最大限界値の間の色です。 

最大限界値 ゲージの最大値です。 

左余白 グラフの左部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

右余白 グラフの右部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

上余白 グラフの上部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

下余白 グラフの下部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

下限に表示する文字 最小限界値の数値の代わりに表示するテキストです。 

上限に表示する文字 最大限界値の数値の代わりに表示するテキストです。 

目盛 目盛の表示の有無です。 

大目盛の数 大きい目盛の数です。 

大目盛の長さ 大きい目盛の長さです。ピクセル単位で表されます。 

小目盛の数 大きい目盛の中に表示される小さい目盛の数です。 

小目盛の長さ 小さい目盛の長さです。ピクセル単位で表されます。 

大目盛の値表示 大目盛に対する数値の表示の有無です。 

限界値表示 最大限界値と最小限界値の表示の有無です。 

目盛の小数点以下 目盛に表示する小数点以下の値の数を指定します。 

目盛の色 目盛線の色です。 

ゲージボーダー ゲージの周りの境界線の表示の有無です。 

ボーダーの色 ゲージの周りの境界線の色です。 

ボーダーの太さ ゲージの周りの境界線の太さです。 

LED 背景色 LED の背景色です。 

LED バー間隔 LED のバーの表示間隔です。 

LED バーの大きさ LED のバーの太さです。 

※LED（縦）のプロパティは LED（横）と同じです。 

• LED（縦）に「キャプション」はありません。 

コンポーネントの「ラベル」で代用してください。 

• 赤字は必須プロパティです。必ず設定してください。 
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1-21 LED（横） 

プロパティ一覧 

プロパティ名 説明 

X 座標 ｘ座標です。ページの左上を原点(0)としてピクセル単位で表されます。 

Y 座標 y 座標です。ページの左上を原点(0)としてピクセル単位で表されます。 

幅 グラフオブジェクトの幅です。 

高さ グラフオブジェクトの高さです。 

名前 グラフを判別するための名前です。 

背景色 グラフの背景です。 

背景色の透明度 グラフの背景色の透明度です。 

数値フォーマット グラフの数値のカンマ区切りの有無と、小数点以下の数値の表示数を指定

するかどうかです。 

K,M 表示 グラフで使用する値が大きい場合に、K(キロ),M(メガ)で丸めて表示をするか

どうかです。 

小数点以下 小数点以下の値の数です。 

フォントサイズ グラフに表示される文字の大きさです。 

前置文字列 グラフのデータに付ける接頭辞です。（￥など） 

後置文字列 グラフのデータに付ける接尾辞です。（%など） 

フォント色 グラフに表示される文字の色です。 

最小限界値 ゲージの最小値です。 

範囲 1 の色 最小限界値と境界 1 の値の間の色です。 

境界 1 の値 1 つ目の閾値の数値です。 

範囲 2 の色 境界 1 の値と境界 2 の値の間の色です。 

境界 2 の値 2 つ目の閾値の数値です。 

範囲 3 の色 境界 2 の値と最大限界値の間の色です。 

最大限界値 ゲージの最大値です。 

左余白 グラフの左部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

右余白 グラフの右部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

上余白 グラフの上部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

下余白 グラフの下部分の余白です。ピクセル単位で表されます。 

下限に表示する文字 最小限界値の数値の代わりに表示するテキストです。 

上限に表示する文字 最大限界値の数値の代わりに表示するテキストです。 

目盛 目盛の表示の有無です。 

大目盛の数 大きい目盛の数です。 

大目盛の長さ 大きい目盛の長さです。ピクセル単位で表されます。 

小目盛の数 大きい目盛の中に表示される小さい目盛の数です。 

小目盛の長さ 小さい目盛の長さです。ピクセル単位で表されます。 

大目盛の値表示 大目盛に対する数値の表示の有無です。 

限界値表示 最大限界値と最小限界値の表示の有無です。 

目盛の小数点以下 目盛に表示する小数点以下の値の数を指定します。 

目盛の色 目盛線の色です。 

ゲージボーダー ゲージの周りの境界線の表示の有無です。 

ボーダーの色 ゲージの周りの境界線の色です。 

ボーダーの太さ ゲージの周りの境界線の太さです。 

LED 背景色 LED の背景色です。 

LED バー間隔 LED のバーの表示間隔です。 

LED バーの大きさ LED のバーの太さです。 

※LED（横）のプロパティは LED（縦）と同じです。 

• LED（横）に「キャプション」はありません。 

コンポーネントの「ラベル」で代用してください。 

• 赤字は必須プロパティです。必ず設定してください。 
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 2 コンポーネントのプロパティ 
この章では、各コンポーネントの機能とプロパティの詳細について説明します。 

コンポーネントのプロパティは、プロパティウィンドウで設定します。 

コンポーネントのプロパティウィンドウには、ボタンが 1 つ配置されています（テキストインプッ

ト、スクエアを除く）。 

配置されているボタンは、コンポーネントによって異なります。 

• ［機能設定］ボタン 

グラフのデータを更新したり、リンクを設定するためのボタンです。 

ラジオボタン、コンボボックス、ボタンのプロパティウィンドウに配置されています。 

• ［リンク設定］ボタン 

リンクを設定するためのボタンです。 

ラベル、チェックボックスのプロパティウィンドウに配置されています。 

• ［テキスト設定］ボタン 

テキストエリアに表示するテキストを設定するためのボタンです。 

テキストエリアのプロパティウィンドウに配置されています。 

• ［データ設定］ボタン 

表にデータをバインドするためのボタンです。 

表のプロパティウィンドウに配置されています。 

 

    「ラベル」のプロパティウィンドウ 
 

プロパティの設定については、『第 1章 4-4 プロパティの設定』を参照してください。 
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2-1 ラベル 

  

キャンバス上にテキストを配置します。 

プロパティ［テキスト］に入力したテキストが表示されます。 

 

リンクの場合 

• ［リンク設定］ダイアログで、ラベルがクリックされた場合のリンク先の照会定義またはダッシュ

ボード定義を指定します。 

• 本製品実行時にラベルに設定したテキストをクリックすると、リンク先の照会定義、またはダッ

シュボード定義が表示されます。 

• リンク先の照会定義に@INPUT(@GET())を使用した検索条件が設定されている場合は、［リンク

設定］ダイアログで、@INPUT(@GET())で指定した変数名を［プロパティ名］、検索したい値を

［値］に設定すると、リンク先の定義が検索された状態で表示されます。 

 

プロパティ一覧 

プロパティ名 説明 

X 座標 ｘ座標です。キャンバスの左上を原点(0)としてピクセル単位で表示されます。

Y 座標 y 座標です。キャンバスの左上を原点(0)としてピクセル単位で表示されます。

幅 コンポーネントオブジェクトの幅です。 

高さ コンポーネントオブジェクトの高さです。 

テキスト ラベルに表示される文字列です。 

フォント色 ラベルに表示されるテキストの色です。 

フォントサイズ ラベルに表示されるテキストの大きさです。 

文字太字 太字の有無です。 

文字イタリック 斜体の有無です。 

行揃え 右揃え、左揃え、中央揃えです。 

文字アンダーライン 下線の有無です。 

• 赤字は必須プロパティです。必ず設定してください。 

 

 

2-2 チェックボックス 

  

キャンバス上にチェックボックスを配置します。 

チェックボックスはボタンと組み合わせて使用します。 

ダッシュボードエディタ上ではチェックマークは付けられませんが、本製品上で実行した際に、

チェックマークを付け、外すことができます。また、［選択状態］プロパティを［あり］に設定す

ると、チェックマークを付けた状態で実行されます。 
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データ更新の場合 

• チェックボックスは、本製品リンク機能の一部を使用しています。@INPUT(@GET())を使用した

照会定義がバインドされたグラフがないと、配置しても機能しません。 

• @INPUT(@GET())で設定した名前を［プロパティ名］、検索したい値を［値］に入力します。 

• 本製品実行時にチェックマークを付け、ボタンをクリックすると、本製品サーバーに、「プロパ

ティ名」と「値」が送信され、値で検索した結果がグラフに表示されます。 

• 本製品実行時にチェックマークを付けずにボタンをクリックすると、照会定義に指定した検索条

件を無視した状態でグラフが更新されます。 

 

リンクの場合 

• ［リンク設定］ダイアログで、チェックマークを付けた場合のリンク先と、チェックマークを付け

ない場合のリンク先の照会定義またはダッシュボード定義を指定します。 

• チェックボックスを判別するための名前を［プロパティ名］に入力します。 

• 本製品実行時にチェックマークを付け、ボタンをクリックすると、チェックボックスが「オン」

のときのリンク先の照会定義、またはダッシュボード定義が表示されます。 

• 本製品実行時にチェックマークを付けずに、ボタンをクリックすると、チェックボックスが「オ

フ」のときのリンク先の照会定義、またはダッシュボード定義が表示されます。 

• リンク先の照会定義に@INPUT(@GET())を使用した検索条件が設定されている場合は、

@INPUT(@GET())で指定した変数名を［プロパティ名］、検索したい値を［値］に設定すると、

リンク先の定義が検索された状態で表示されます。 

 

プロパティ一覧 

プロパティ名 説明 

X 座標 ｘ座標です。キャンバスの左上を原点(0)としてピクセル単位で表示されます。 

Y 座標 y 座標です。キャンバスの左上を原点(0)としてピクセル単位で表示されます。 

幅 コンポーネントオブジェクトの幅です。 

高さ コンポーネントオブジェクトの高さです。 

タブインデックス ＜Tab＞キーでコンポーネントのフォーカスを移動する順序です。 

ラベル チェックボックスに表示されるテキストです。 

フォント色 チェックボックスに表示されるテキストの色です。 

選択状態 本製品上で実行する時に、初期状態で、チェックボックスにチェックマークが付い

ているかの有無です。 

フォントサイズ チェックボックスに表示されるテキストの大きさです。 

文字太字 太字の有無です。 

文字イタリック 斜体の有無です。 

文字アンダーライン 下線の有無です。 

プロパティ名 使用する照会定義の、@INPUT(@GET())で指定した変数名を設定します。 

リンクの場合、リンク先の定義に検索条件が設定されていないときは、チェック

ボックスを判別するための任意の名前を設定します。 

値 検索する値です。 

• 赤字は必須プロパティです。必ず設定してください。 
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2-3 ラジオボタン 

  

キャンバス上にラジオボタンを配置します。 

ラジオボタンは 2つ以上配置し、ボタンと組み合わせて使用します。 

ラジオボタンには「自動で更新」または「自動リンク」の機能を設定することができます。この機

能を設定した場合は、ボタンがなくても、ラジオボタンが選択されたときに、データの更新または

リンクが行われます。 

ダッシュボードエディタ上では選択できませんが、本製品上で実行した際に、ラジオボタンを選択

することができます。また、プロパティで［選択状態］を［あり］にすると、そのラジオボタンが

選択された状態で実行することができます。 

共通の「プロパティ名」を設定することで、ラジオボタンは 1 つのラジオグループとなり、その中

で 1つしか選択できなくなります。 

 

データ更新の場合 

• ラジオボタンは、本製品のリンク機能の一部を使用しています。@INPUT(@GET())を使用した照

会定義がバインドされたグラフがないと、配置しても機能しません。 

• @INPUT(@GET())で指定した変数名を［プロパティ名］、検索したい値を［値］に入力します。 

• 本製品の実行時にラジオボタンを 1 つ選択し、ボタンをクリックすると、本製品のサーバーに、

「プロパティ名」と「値」が送信され、値で検索した結果がグラフに表示されます。選択されてい

ないラジオボタンのデータは送信されません。ただし、「自動で更新」が設定されている場合は

ボタンのクリックは不要です。 

• 本製品の実行時に 1 つも選択せずにボタンをクリックすると、照会定義に指定した検索条件を無

視した状態でグラフが更新されます。 

 

リンクの場合 

• ［機能設定］ダイアログで、ラジオボタンが選択されたときのリンク先の照会定義またはダッシュ

ボード定義を指定します。 

• ラジオグループを判別するための名前を［プロパティ名］に入力します。 

• 本製品の実行時にラジオボタンを 1 つ選択し、ボタンをクリックすると、リンク先の照会定義、

またはダッシュボード定義が表示されます。 

• リンク先の照会定義に@INPUT(@GET())を使用した検索条件が設定されている場合は、

@INPUT(@GET())で指定した変数名を［プロパティ名］、検索したい値を［値］に入力すると、

ラジオボタンが選択されたときに、リンク先の定義が検索された状態で表示されます。 

 



付録 リファレンス 

 

 187

プロパティ一覧 

プロパティ名 説明 

X 座標 ｘ座標です。キャンバスの左上を原点(0)としてピクセル単位で表示されます。 

Y 座標 y 座標です。キャンバスの左上を原点(0)としてピクセル単位で表示されます。 

幅 コンポーネントオブジェクトの幅です。 

高さ コンポーネントオブジェクトの高さです。 

タブインデックス ＜Tab＞キーでコンポーネントのフォーカスを移動する順序です。 

ラベル ラジオボタンに表示されるテキストです。 

フォント色 ラジオボタンに表示されるテキストの色です。 

フォントサイズ ラジオボタンに表示されるテキストの大きさです。 

文字太字 太字の有無です。 

文字イタリック 斜体の有無です。 

文字アンダーライン 下線の有無です。 

プロパティ名 使用する照会定義の、@INPUT(@GET())で指定した変数名を設定します。 

リンクの場合、リンク先の定義に検索条件が設定されていないときは、ラジオグ

ループを判別するための任意の名前を設定します。 

値 検索する値です。 

選択状態 本製品上で実行する時に、初期状態で、そのラジオボタンが選択されているかの

有無です。 

• 赤字は必須プロパティです。必ず設定してください。 

• ［選択状態］は、同じプロパティ名をもつラジオボタンの中で、1つだけ「あり」に設定してくだ

さい。 

 

 

2-4 コンボボックス 

  

キャンバス上にコンボボックスを配置します。 

コンボボックスはボタンと組み合わせて使用します。 

コンボボックスには「自動で更新」または「自動リンク」の機能を設定することができます。この

機能を設定した場合は、ボタンがなくても、コンボボックスで値が選択されたときに、データの更

新またはリンクが行われます。 

ダッシュボードエディタ上では選択できませんが、本製品上で実行した際に、コンボボックスの［▼］

ボタンをクリックしてドロップダウンリストから値を 1つ選択することができます。 

 

データ更新の場合 

• コンボボックスは、本製品のリンク機能の一部を使用しています。@INPUT(@GET())を使用した

照会定義がバインドされたグラフがないと、配置しても機能しません。 

• ［機能設定］ダイアログで@INPUT(@GET())で指定した変数名を［プロパティ名］に、ドロップ

ダウンリストの表示名を［表示名］に、それに対応する検索値を［値］に入力します。 

• 本製品の実行時にコンボボックスで値を 1つ選択し、ボタンをクリックすると、本製品のサーバー

に、「プロパティ名」と「値」が送信され、値で検索をした結果がグラフに表示されます。 
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リンクの場合 

• ［機能設定］ダイアログで、ドロップダウンリストの表示名を［表示名］に、表示名に対応するリ

ンク先の照会定義、またはダッシュボード定義を［リンク先］に入力します。 

• コンボボックスを判別するための名前を［プロパティ名］に入力します。 

• 本製品実行時にコンボボックスで値を 1 つ選択し、ボタンをクリックすると、リンク先の照会定

義、またはダッシュボード定義が表示されます。 

 

プロパティ一覧 

プロパティ名 説明 

X 座標 ｘ座標です。キャンバスの左上を原点(0)としてピクセル単位で表示されます。 

Y 座標 y 座標です。キャンバスの左上を原点(0)としてピクセル単位で表示されます。 

幅 コンポーネントオブジェクトの幅です。 

高さ コンポーネントオブジェクトの高さです。 

タブインデックス ＜Tab＞キーでコンポーネントのフォーカスを移動する順序です。 

フォント色 コンボボックスに表示されるテキストの色です。 

フォントサイズ コンボボックスに表示されるテキストの大きさです。 

文字太字 太字の有無です。 

文字イタリック 斜体の有無です。 

文字アンダーライン 下線の有無です。 

表示最大行数 コンボボックスに表示する最大の行数です。 

プロパティ名 使用する照会定義の、@INPUT(@GET())で指定した変数名を設定します。 

リンクの場合は、コンボボックスを判別するための任意の名前を設定します。 

• 赤字は必須プロパティです。必ず設定してください。 
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2-5 ボタン 

本製品サーバーにデータを送信するためのボタンです。 

チェックボックス、ラジオボタン、コンボボックス、テキストインプットを配置する際には、ボタ

ンを配置してください。 

ただし、ラジオボタン、コンボボックスで「自動で更新」または「自動リンク」の機能を設定した

場合は、ボタンの配置は必ずしも必要ではありません。 

 

データ更新の場合 

• チェックボックス、ラジオボタン、コンボボックス、テキストインプットの［プロパティ名］と

［値］によってグラフを更新します。 

• ボタンに自動更新のタイマー機能を設定することができます。この機能を設定すると、本製品で

実行したときに指定した時間間隔で、自動的にグラフのデータが更新されます。 

 

リンクの場合 

• ボタンのみ、またはテキストインプットと組み合わせて使用する場合は、［機能設定］ダイアロ

グで、リンク先の照会定義、またはダッシュボード定義を［リンク先］に入力します。 

• チェックボックス、ラジオボタン、コンボボックスと組み合わせて使う場合は、［機能設定］ダ

イアログで、組み合わせて使用するコンポーネントの［プロパティ名］を指定します。 

 

プロパティ一覧 

プロパティ名 説明 

X 座標 ｘ座標です。キャンバスの左上を原点(0)としてピクセル単位で表示されます。 

Y 座標 y 座標です。キャンバスの左上を原点(0)としてピクセル単位で表示されます。 

幅 コンポーネントオブジェクトの幅です。 

高さ コンポーネントオブジェクトの高さです。 

タブインデックス ＜Tab＞キーでコンポーネントのフォーカスを移動する順序です。 

ラベル ボタンに表示されるテキストです。 

フォント色 ボタンに表示されるテキストの色です。 

フォントサイズ ボタンに表示されるテキストの大きさです。 

文字太字 太字の有無です。 

文字イタリック 斜体の有無です。 

文字アンダーライン 下線の有無です。 

表示 ボタンの表示の有無です。 
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2-6 テキストインプット 

  

キャンバス上にテキストインプットを配置します。 

テキストインプットはボタンと組み合わせて使用します。 

ダッシュボードエディタ上では値は入力できませんが、本製品上で実行した際に、テキストインプッ

トに値を入力できます。 

 

データ更新の場合 

• テキストインプットは、本製品のリンク機能の一部を使用しています。@INPUT(@GET())を使用

した照会定義がバインドされたグラフがないと、配置しても機能しません。 

• @INPUT(@GET())で指定した変数名を［プロパティ名］に入力します。 

• 本製品実行時にテキストインプットに値を入力し、ボタンをクリックすると、本製品のサーバー

に、「プロパティ名」と「値」が送信され、値で検索をした結果がグラフに表示されます。 

 

リンクの場合 

• テキストインプットは、本製品のリンク機能の一部を使用しています。リンク先の照会定義の検

索条件に@INPUT(@GET())がないと、配置しても機能しません。 

• ［機能設定］ダイアログで、ボタンにリンク先の照会定義またはダッシュボード定義を指定します。 

• @INPUT(@GET())で設定した名前を［プロパティ名］に入力します。 

• 本製品実行時にテキストインプットに「値」を入力し、ボタンをクリックすると、本製品のサー

バーに、「プロパティ名」と「値」が送信され、リンク先の定義が検索された状態で表示されま

す。 

 

プロパティ一覧 

プロパティ名 説明 

X 座標 ｘ座標です。キャンバスの左上を原点(0)としてピクセル単位で表示されます。 

Y 座標 y 座標です。キャンバスの左上を原点(0)としてピクセル単位で表示されます。 

幅 コンポーネントオブジェクトの幅です。 

高さ コンポーネントオブジェクトの高さです。 

タブインデックス ＜Tab＞キーでコンポーネントのフォーカスを移動する順序です。 

フォント色 テキストインプットに表示されるテキストの色です。 

フォントサイズ テキストインプットに表示されるテキストの大きさです。 

文字列制限数 テキストインプットに入力できるテキストの文字数です。 

入力可能文字 テキストインプットに入力できるテキストの種類です。 

プロパティ名 使用する照会定義の@INPUT(@GET())で指定した変数名を設定します。
初期値 テキストインプットに最初に表示するテキストです。 

WebReport の関数（@NOW、@USER）を使用することができます。 

入力値チェック テキストインプットに入力したテキストのチェック処理を設定します。 

詳細については、『第 3 章 5 入力値チェック』を参照してください。 

• 赤字は必須プロパティです。必ず設定してください。 
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2-7 スクエア 

 

キャンバス上に四角形を配置します。中塗りをするかどうかなども選択できます。 

グラフの区切りや全体の見栄えを整えたいときに利用します。 

 
プロパティ一覧 

プロパティ名 説明 

X 座標 ｘ座標です。キャンバスの左上を原点(0)としてピクセル単位で表示されます。

Y 座標 y 座標です。キャンバスの左上を原点(0)としてピクセル単位で表示されます。

幅 コンポーネントオブジェクトの幅です。 

高さ コンポーネントオブジェクトの高さです。 

線の太さ 線の太さです。 

線の色 線の色です。 

中塗り 四角の中を塗りつぶします。 

中塗りの色 塗りつぶす色です。 

 
 

2-8 テキストエリア 

 

キャンバス上にテキストエリアを配置します。 

ダッシュボード上にコメントなどを配置したいときに利用します。 

テキストエリア内にスクロールバーを付けて表示できます。 

テキストエリアに表示するテキストは、プロパティウィンドウの［テキスト設定］ボタンをクリッ

クすると表示される［テキスト設定］ダイアログで設定します。 

 

プロパティ一覧 

プロパティ名 説明 

X 座標 ｘ座標です。キャンバスの左上を原点(0)としてピクセル単位で表示されます。

Y 座標 y 座標です。キャンバスの左上を原点(0)としてピクセル単位で表示されます。

幅 コンポーネントオブジェクトの幅です。 

高さ コンポーネントオブジェクトの高さです。 

フォント色 テキストエリアに表示されるテキストの色です。 

背景色 テキストエリアの背景の色です。 

フォントサイズ テキストエリアに表示されるテキストの大きさです。 

文字太字 太字の有無です。 

文字イタリック 斜体の有無です。 

行揃え 右揃え、左揃え、中央揃えです。 

文字アンダーライン 下線の有無です。 

水平スクロールバー 水平方向のスクロールバーの表示の有無です。「自動」を設定すると、テキス

トの量に応じてスクロールバーが表示されます。 

垂直スクロールバー 垂直方向のスクロールバーの表示の有無です。「自動」を設定すると、テキス

トの量に応じてスクロールバーが表示されます。 

テキスト折り返し テキストを折り返して表示するかどうかです。 
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2-9 表 

  

キャンバス上に表を配置します。 

ダッシュボードエディタに配置されているグラフにバインドされているデータを表示したり、表に

データをバインドしたりすることができます。 

 

プロパティ一覧 

プロパティ名 説明 

X 座標 ｘ座標です。キャンバスの左上を原点(0)としてピクセル単位で表示されます。

Y 座標 y 座標です。キャンバスの左上を原点(0)としてピクセル単位で表示されます。

幅 コンポーネントオブジェクトの幅です。 

高さ コンポーネントオブジェクトの高さです。 

列幅 表の列の幅です。ピクセル単位で表示されます。 

行高さ 表の行の高さです。ピクセル単位で表示されます。 

ヘッダー高さ 表のヘッダー部分の高さです。ピクセル単位で表示されます。 

配色 表の線やセルの色のセットです。 

フォント色 表に表示されるテキストの色です。 

フォントサイズ 表に表示されるテキストの大きさです。 

文字太字 太字の有無です。 

文字イタリック 斜体の有無です。 

ヘッダーフォント色 ヘッダー（見出し列）に表示されるテキストの色です。 

ヘッダーフォントサイズ ヘッダー（見出し列）に表示されるテキストの大きさです。 

ヘッダー文字太字 ヘッダー（見出し列）に表示されるテキストの太字の有無です。 

ヘッダー文字イタリック ヘッダー（見出し列）に表示されるテキストの斜体の有無です。 

水平スクロールバー 水平方向のスクロールバーの表示の有無です。 

垂直スクロールバー 垂直方向のスクロールバーの表示の有無です。 

 

 

 

 

ヘッダー 

実行時に個々の列幅のドラッグが可能 
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